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日本建築協会企画 ・販売
1917年 3 丹に創設された日本主J! 築協 以後、創立周年記念事業として、その *  

出版図書一覧

会( 当時 ・|刻j[_fj 姐操協会) は、すでに l時代の動きをとらえて単行本を出版し 腕入希望者は、 (旭1: 1本対諜協会事務局

ＱＱ 併ＧｴＱ初 ｊｾ｝ には大 ｬ ￭ｬ￐近辺で住宅博覧会や てL 、る。 (TEL 06- 6946- 6981、F AX 0 6 -

B喋融資会をIJHく一方、当時は入手し 50周年、 60周年、 70周年、そして80周 6946- 6984) まで。

にくかった札鳴の情報を図3 の，' :I:'，J坂と 年に、図 ｦｬ＿ の，ｾ慨が企画さ札現在も

日本建築協会創立70周年記念出版

いう形で会只に提供していた。

*  

住宅近代化への歩みと日本建築協会 l 年

A 4判 企 画 ・ 発 行 日本建築協会 本体制格1，5001工!

日本建築協会創立75周年記念出版

工高生デザインコンクール入選作品集 1992年

A 4 判 企 画 ・ 発 行 日本建築協会 本体価絡2，0001II

昭和生まれ関西の建築家50 1987年

A 4判 企 画 ・ 発 行 日本建築協会 本 体仰li陥1，500円

日本建築協会建築クラブ朝食会300回記念講演記録集

講演記録集 話 の は な し 附 年

B 6判 5 分間企画。日本建築協会建築クラプ販売fJ lli 格2，500円(税 ・送料込み)

民間 (旧四会) 迎合協定

工事請負契約約款 (平成21年 6 月改訂)

工事請負契約 Ｓ ・仲 裁合意 Ｓ ・契約苫使用上の留 ｾｾｊ ｊ Ｂￇ項・建設工事に係る

資材の再資源化等に関する法律第 13条および省令第4条に基づく古田

販売単位・ 2 部 l 単位とする

仰i 格 1単位700円 ( 税込) 送料は実質

日本建築協会事務局 ( 06-6946-6981) で販売

「近刊平成2附 月 間 発 行

写真マンガでわかる建築腸管理四ポイント

管理の良い現場、惑い現場が一 目| 僚然!

現場のブロークンウ インドウズを見逃すな

著 者 玉 水 新 吾

四六判 224ぺージ

定価 1，900円+ 税

「最新刊平成22年11月 間 発行

プ口が教える住宅の植栽

門廻り、アプローチ、壁、インテリア、屋上、住空11¥] で緑( 樹木 ・草花)

を効果的に使いこなすための知識と考え方

著者 }j東山 宏

8 5 判 176ぺージ

定価 2，800円+ 税

組: 統して発行・販売されている出版物

は、 以下のとおり。

日本建築協会創立 ＶＰ 周年記念事業｛建築技術選 ｪｾｴｊ 姉妹鈎 Ｍ 四六甲 ＱＲ 色刷イラスト入

〈プ口のノウハウ〉シリーズ

企 画 . 日 本 建 築 協 会 発 行 . 学 芸 出 版 社 本 体 価 格 ￥ 1，600- ￥2，800

衛生設備のトラブル50 建築の現場管理システム

建築設備トラブル研究会 伊東貞夫

鉄筋工事・本音の現場学 糊コンクIj - 卜I事のチェックポイント1叩

荒川; 台徳 加賀秀治

建築と音の トラブル 建築基準法の性能規定を読みこ悶コツ

中川清ほか 高木任之

建築士事の祭式 第二版環境と共生する建築250) キーワー ド

「建築工事の祭式J 編集委員会 大西正宣

飛躍する構造デサイン 木造住宅のしくみ

渡辺邦夫 在来工法の基本と応用 浅 野 平 八 東 敏 博

斑] 版建築物の消防法を読みと刷コツ インテリアコーディネー卜の四ポイント

高木任之 町田ひろ子監修/ 松本茂・村元俊子著

ブロが教えるキッチン設計のコツ 木づくりの常識非常識

井上まるみ 上 村 武

現場で、学 ｩｾ｜ 住まいの雨仕舞い 建築トラブルにみる常識非常識

玉水新吾 荒川治徳

住宅エクステリアの1日〕ポイン卜 第三版都市計画法を読みこ在すコツ

藤 山 宏 高木任之

第三版建築基準法を読みこなすコツ 建築主が納得する住まいづくり

高木任之 玉水新吾

写真マンガでわD¥る建築現場管理100ポイント ブロが教える住宅の植栽

玉水新吾 藤 山 宏

日本建築協会創立70周年記念事業・ 85判

選書特装版

企画 ・日 本建築協会 発 行 ・ 学 芸 出 版 社 本f*価格￥ 3，000- ￥4，000

水|こまつわるトラブルの事例・解決策 建築デザインのための構造計画

〈建築篇) r建築漏水j 編集委員会 須賀好富

水!こまつわる トラフJLの事例 '解決策 入門 建築積算

〈設備篇) r設備漏水」編集委員会 生島道春

建物の汚れ一トラブル事例と解決策 建物の結露ートラブル事例と解決策

「建物の汚れj 編集委員会 「建物の結鍔j 編集委員会



関西大学堺キャンパス

新築棟見学会

この見学会は、 建築 CP O情 報

提供制度認定プロクラムです。

附 大阪府建築士会 ( 2 単位)

附 日本建築家協会 ( 2 単位)

. 建築概要

所在地大阪府堺市堺区香ヶ丘町1-1 1-1

建築主学校法人 関西大学

設 計 株 式会社竹中工務商

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

敷地面積 30，305.72m 

建築面積 1，573. 15m 

延べ面積 4，189.63m 

情造規筏 RC造 一部S造

竣 工 201 1年 3月14日

建物用途学校

わかりやすい

エレベータ新基準

解説講習会

- このエレベータは

大丈夫?

この見学会は、建築CP O情 報

提供制度認定プログラムで、す。

(油大阪府建築士会 ( 2 単位)

(紛日本建築家協会 ( 2 単位)

日本建築協会

ゐ 血

冨固

「関西大学I界キャンパス j は、新設の

人間健康学部の拠点として、 2010年

4 月に開設された。地域貢献機能をも

っ社会に開かれたキャンパスである。

統廃合さ れる堺市立商業高等学校の有

効活用を対象に、 2008年に i界市が大

学等設置の事業コンペを実施し、関西

大学による案が採用され、計画がス合

一卜した。

既存校舎はイメージを一新する全面的

な改修工事が行わ れ、既にf共用されて

抜ける半屋外空間で、光が入り込む明

るい場所、落ち着きのある静かな場所、

周辺の緑を身近に感じる場所、池の水

面のゆらぎを感じる場所、樹木の花や

実の香りのする場所など、人間の多械

な感覚に働きかけ、健康へと導く空間

となることを意図している。

また、建物南側の奥行 3 mのハルコニ

ーによる日射負荷低減、積極的な雨水

利用、雨水流出負荷抑制、屋上緑化、

L ED照明等の環境配慮技術の採用に

いる。 レストラン、図書館、大教室か より CAS BEE S ランク を実現 した。

らなる新築様の開館と敷地全域のオ (大平滋彦・田中光典・松波圭亮)

プンスペ ースの整備 によ り、2011年

4 月、全施設が完成する。 日 時 2011年 3 月24日(木)

キャンパスには、地域に関かれた大規 14:  00- 16 :  00 

模な緑地を新設している。敷地境界に 講 師 大 平 滋 彦 氏

沿 って緩やかな マウンド をつくり、地 (v紛竹中工務庖大阪本庖設計部

減に在来する様荷な樹木 を配植した。 第 5設計部門

I界に数多く存在する古埼群を思わせる

豊かな緑の景観を創出 している。

また、学生が日常的に利用することと

なる新築様は、人間健康学部の理念に

結びっく建物とすべく 、「五感に働き

かける空間j の創出を目指した。目的

空間である各階の諸室、 W C、E Vの

ボリュームは分散配置され、外廊下や

大階段の吹抜けなどの経路空間により

聖書がっている。そこはいつも風が通り

2006年のエレベ ータ人身事故等を受

けて、工レベータの安全に係る技術基

準が見直されました。

新築建物に設置されるエレベータは当

然新基準によるものになりますが、建

物に設置されている数多くの既存の工

レベータへの対策について、建物所有

者、設計者及び施工者の皆さま向けに、

三菱電機工レベータのご協力 を得て 工

レベータ 講習会を 企画し ました。

昇降機の新基準をはじめ、リニュ ア

ル、長周期地震動対応など、 日頃から

気にな っているところを、 『わかり や

すいj を基本に講習会を開催します。

日 時 2011年 3 月16日 (水)

14 ・00- 16: 30 

(13 :  30より受付開始)

講 師 三菱電機槻ビルシステム部

課 長 橋 詰 裕 基 氏

三菱電機ビルテクノサービス

側 昇降機モタ ニゼーション

部 課 長 井上 淳 氏

場 所 近 鉄 堂 島 ビル 2 階会議室

大阪市北区堂島2-2-2

(集合場所は上記 2階会議室)

巻上機

謂速機

設計グループ

リーダー課長)

関西大学堺キャンパス

集 合 現 地/ 正門前

(南海電鉄高野線r; 葺香山J駅下車)

定 員 40名 (申込先着順)

参 加 賀 会 員 1，500円、一般2，500円

学生1，000円

申込方法 FAXまたはE メールで、

G濯 し名 問 西 大 学j

②氏名

③会員 ・一般の種別

④職場名または学校名

⑤参加証送付先

⑥連絡先電話番号

⑦CPDを申請される方は、申請先

の団体名と参加者ID を明記。

申込先 制 日本建築協会編集事業課

TEL. 06-6946-6981  

FAX. 06- 6946- 6984 

E- mai l :j i gyoka@a aj.or.jp 

定 員 30名 (申込先着順)

参 加 賀 会 員 1500円、一般2000円

学生500円

申込み F AXまたはE メールで、

①催し名「エレベータ講習会J

②氏名

③会員・ 般の種別

①職場名または学校名

⑤参加証送付先

⑥連絡先電話番号

⑦CP Oを申請される方は、

申請先の団体名と参加者

10 を明記。

申込先 制 日本建築協会編集事業課

T EL. 06-6946-6981 

FAX. 06- 6946- 6984 

E - ma il :ken- sha@aaj . or. j p 

建築と社会 ・201 1. 2 1  



第10回読者と選ぶ

「建築と社会j賞のための

アンケート回答募集

2010年1-- 12月号

「建築と社会J 誌から

* 2010年の誌面詳細は、 2010年12月

号p41に掲載 している総 白録または

臼本建築協会HPでこ、覧く ださい。

2  

「建築と社会」賞

読者アンケート

送付先

(初日本建築協会

FAX06-6946-6984 

e - mai l :  kyoukai @  

aaJ . or .J p 

日本建築協会

ゐ 邑

冨 固

「建築と社会j という本誌の趣旨にふ REPORT頁ほか) 科・教授)

さわしい社会性・環境などに配慮した ・貨の部門 鈴木克彦 (京都工芸繊維大学大学院工

有意義な建築作品や建築にかかわる論 作品部門/ 1- 4 点 芸科学研究科 ・教綬、編集

文 ・記事などを顕彰する。選考にあた 論文 ・記事の部門/ 1- 4 点 委員)

つては、会員の声を反映し、広く開か . 会員読者による第一次選考 . 発表と表彰

れた賞とする。 会員読者から投票された「作品j 及び 作品部門は建築主、設計者、施工者の

. 選考対象 「論文・記事」に、編集委員会の意見 中の代表者に、論文 ・記事部門は執筆

[ 建築と社会J 2010年 1- 12月号に渇 を加味して各部門10点程度選出。これ 者 (複数の場合は代表者) に、賞状 (記

載された作品、及び個別の論文・記事 を第二次選考対象とする。 念楯) を贈呈する。入賞発表は「建築

を対象とする。 . 選考委員会による第二次選考 と社会J 2011年 8 月号予定。

• i作品作風頁j 欄、及び「本会支部 第一次選考を通過した選考対象を、選 . 投票締め切り

作品頁及びそれに準ずる作品頁j 掲載 考委員会で選出。(該当者に写真、図面、 2011年 4 月15日 (金)

の建築作品 設計主旨などの説明資料を求めること ・送付先

• i特集頁J 掲載の個 4 の論文 ・記事 がある ) (社) 日本建築協会

一特集頁全体は選考対象としないー

.  i シリーズ頁J の論文 ・記事 (研究

の風景、gal l ery、法令コーナ一、構

造の頁、設備の頁、再読関西近代建築、

関西の建築界/ 群像、このまちが好き 、

. 第10回選考委員 FAX 06-6946-6984 

(宋定) mai l ・kyoukai @aaj.or. jp

江川直樹 (関西大学環境都市工学部建 干540-6591

築学科 ・教綬) 大阪市中央区大手前1-7-31

多国元英 (大阪大学大学院工学研究 OMMビル 7階

なお、 日本建築協会ホームページ:http:// www. aaj . or .jpからも、ご投票いただけます。

[ 建築と社会J 2010年 1 ｾ ＱＲ 月号 でよいと思われた作 品 ・論文・記事 Ｈ 特集の場合は個々

の論文・記事を対象とする)、 その他本誌に対するご意見を記入の上、e-mai l またはFAXで、

(社) 日本建築協会へご投票下さい。

(2010年O月号掲載の作品、論文・記事名及び同執筆者名を明記してくださし す

(  1  ) お名前

(  2  ) 勤務先または連絡先

(  3  ) とくにょいと思われた作品とその理由

(  4  ) とくにょいと思われた記事とその理由

(  5  ) 本誌についてのご意見や、取り上げてほしp 内容などがありましたら、ご記入下さい。



建 築
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日本 建 築 協 会

- 特集予告

3 月号 (仮} 東海支部特集

4 月号 まちなかのサー ドプレイス

+- '  
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よう と試みた 。安定したプ ロセ スと不安定なプ ロセ スが交互に反復 されるこ

とで、不可逆的で予測のつかない複雑な秩序をダイナ ミックに形成し てし当 く。
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由甲

建 築 主 南 海電 気 鉄 道 株 式 会 社

設 計 ・監 理 大 林 組 大 阪 本 底 一 級 建 築 士 事 務 所

施 工 大 林 組 ・ 南 海辰 村 建 設 共同 企業 体

フレイザ- レジデンス南海大阪

フレイザーレジデンス南海大|奴は、大|仮初のノド絡( ( ，) なインターナショナルサ

ービスアノ Tートメントであり、それゆえ走行しいメ ッセージを発する ti・まいで

ありたいと考えた。 この胞設では、短j則滞在はもとより "1-'長期の討l} f_rが卜分

に行えるよう、ホテル機能に加えてキ ッチンやカトラリー、ランドリーを省:

宅のt:{ 準設備として併設している 。

敷地は大 ｼ 仮ミナミの玄関仁 ｬ 、南海泡欽なんば駅の ｮ ＧｬＺ近であり、車 ｾ Ｖ Ｕ ｊ Ｎｑ の ｪｲ ｪｽＮｑ

を持つ交差点に位位する 。外 ll . j g ラインはこの角度に沿 って設定し、これを di

さ!I 州恨の上限まで立ち上げることにより、雑居ビルが立ちまtぶまちなみに鋭

く切 り込もうとした。ストライフ。状にl ! ，'j り上げたボーダータイルや横強調の

k I T 窓により、流れるようなホリゾンタルラインをつくるとともに、コーナー

は ＱＡＡ｜ｕ のガラスジ ョ イントとし、ｾ物のエッジを ｼ 探立たせている 。

ストイ ックで l直線的な外観に対し、 一松してエントランスやレセプシ ョンは

包まれるような IJJI 紘による内部宅 11¥. 1とした。千平室は28ni - 77ni までの: 1 ; ll 4

2主 「治まるから住まうへJ をステイスタイルのコンセプトとし、ホスピタ

リティや快適性を追求している 。

所 在 地一一一一大阪市浪速区難波中 1- 17- 11

敷 地 面 積一 一 一1，233. 87 m 

E車築面積一一一一 715.38m

延 床 面 積一 一 一7，670.45 m

4荷造規模一一一- R C造 地 上13階

工 期一一一ー2009年 4 月- 2 010年 7 月

( fJl Jj ，者u1キ - 大谷浩三 / 大林創 l)

最 寄 駅一一一ー南海電鉄なんば駅、市営地下鉄なんば駅

撮 影一 一 一西 日本写 房 河 野 博 之

必グa 百 戸市 v 一、

スタジオ

2 ベッドルーム( コーナー客室) ベッ



偶然出会 ったその家は、三十年以上空

家でそれはひどく傷んでいた。

特別ステキな町家でもなく 、形は「家J

でも生活感は消え暗く冷たい空気に沈

んでいた。

ただ、玄関脇の窓ガラスに見つけたけ

な気な繕いの痕は大切に住み継がれて

きたであろう過去を想像させ、気がつ

けばこの家を手直していた。

この家に「デザインj というコトハが

似合わす。《なんだかあ ったような家〉

にしたか った。 すると古道具や建具、

材料、知人友人の手もたくさん集ま っ

てきて、喜子日居は品善われた。

茶房の力ウンタ一越しに

禅語の「 日々是好日 j から名前をいた

だき此処に来た人が「好 日j と感じる

時間を過ごしてもらえたら そんな思

いから「好日居」と名付け、忙しすぎ

た仕事の合間にもず っと癒されてきた

「お茶j 、を味わう庖を聞くことにした。

横山晴美

「好 日居」では、 うつわを繕う金継会

も開会。不思議と繕う事、命を吹き込

む事に関わりながら今は茶房のカウン

ター越しにそ っと世間をのぞいている。

今、モノ在り余る時代。

どうせこの地球に産みおとすなら

目に美しく 、永く心地好く使いたくな

る本当に必要なモノ作りを 、 自分も含

めて世の中に閃いたい。

横山 晴美 ( よこやまはるみ)

名古屋生まれ。広島育ち。

名城大学建築学科卒業。

京都工芸繊維大学修士課程修了。

近藤春司建築事務所などを経て、

建築・デザ インの仕事に関わる 。

2006年、古家と出会い改修。

2008年桜のt頁、京都岡崎に

茶房「好日居」の門を開く 。

「喫茶j という行為だけでない

お茶時聞を模索中。

モノも建築も人が好く使わなければ活

きないし

好く使える建築は永く活き活きしてし、る。

好日居

http: // koj i tsu- kyo. cocol og- ni f ty. com 
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特集

BI Mは設計を変革するか?

BI Mとは、 Building Informati on Model i ngの頭文字をとったものであり、建物の情

報を 3次元データで扱うことから、 3次元CADシステムのひとつと考えられが

ちですが、本来の定義では、「設計から施工、維持管理に至るまで建築ライフ

サイクル全体でモデルに蓄積された情報を活用することで、建築ビジネスの業

務を効率化し、建築デザインにイノベーションを起こす画期的なワークフ口

である注」ということになり、設計から施工 に至る建築業務全般に大きな変革

をもたらす可能性を内包したものであることに着目しなければなりません。

国土交通省も平成22年 3 月に「官庁営繕事業における BIM導入プロジェクトの

開始について」というプレス発表を行い、対象事業を限ったなかと は言えBI M

を用いた設計の試行を行う旨の表明をしていることもあり、 BI Mは徐々にその

底辺を広げつつあります。

この号では、このように注目を集めつつ確実に普及途上にある BI Mを取り上げ、

f BIMは設計を変革するかりというタイトルで、 BI Mの有効性、設計プロセス

変革の可能性、課題 という具合にBI Mを多面的に特集します。読んでいただ

いて、時代の潮流、変革の予兆を感じ取っていただければ幸いです。

* 注; Aut odesk社の定義から妓粋

編集委員長. 設楽貞樹

• 
総論

BI Mと、それを取り巻く状況/ 榊原克巳

BI Mとデザイン/ 山口重之

官庁営繕事業における BIMを用いた設計の試行等/ 国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課施設評価室

• 
各論

BI Mの実践~設計の立場から" ' / 山梨知彦

BIMによる設計で見えてきた「改革J / 村松弘治

BI Mによる設計/ 山際東

施工サイドから見た ｂｉｍ の可能性 ｾｂｃｓＮ ｂｉｍ 専門部会の活動ｾ Ｏ 福士正洋

設計施工における BI M/ 友景寿志

• 
付録

BIM入門/ 中元三郎

企画担当編集委員

赤i平正治/ !IJi 山太郎/ 設楽貞樹/ 永平達也/ 前回 術/ 森川幸信/ 111辻直樹/ 米 井 1 !



改修のため

の条件

設計，

エンシーアリング

建物のライフサイクルと BI M

BI Mと、

それを取り巻く状況

側 CI ラボ

元日建設計、 J I A I P- WG委員

一般 社 団 法 人 民I 日本述営委員

榊原克巳

10  建築と社会 ・201 1. 2

えて4D、5Dという言葉が使われることもあ

・BIMとは る。

近頃よくI l flくBIMという言葉は、 Building 秘置きの図にBI M利用を示すと、設計と

Informat ion Model  ing  ( またはMocleI ) の略 か施工という時点での関係者 II.¥] のBI M利用

を指す。まだ定まった定義はないが、各国の ( 縦中111) と設計、施工、維持管明! というライ

情報を合わせると、以下のような理解になる。 フサイクル ＱＱ 寺 ｉ ｭ￭ｪｩｬｬｬ に沿 った ｂｉｍ 利用 Ｈｦｾｾｬｪｩｬ ｬｬ Ｉ

BI Mは、今までの作図を 主とした 2次元

CADの代わりに、新しい 3次元オブジェク

トCAD技術を基礎にしている。建物を椛成

する柱、梁、壁、Ａ末、窓、立ｾ具などの要素を、

の両方が考えられる 。世界では、 BI Mの縦

*111と品目*111の利用の双方を考慮、に入れている

が、日本の現状は、主に建物の設計而または

施工而での利用が多く、全体的な展開は今後

形状と材質等の属性の情報を持つオブジェク の課題である 。

卜として扱い、目的建物をコンピュータ内に

モデル化して活用しようというものである 。 ・3次元CADによる設計と可能性

従来のCG(Computer Graphi cs) ソフトとは、 筆者が 3次元CADの可能性を知ったのは、

似て非なるものである 。以降、 3次元CAD 2002年にベルリンでのUIA ( 国際建築家述

という言葉はこの 3次元オブジェクト CAD 合) 大会においてオーストラリアの挫築家が

を指す。

さらにBI Mには、 3次元オブジェクトだ

けでなく、設言|・ 施工・運用H寺に発生する建

物情報も追加|される 。また、気象条件や敷地

などの情報、挫物に|刻述する人やその行動な

どが含まれる場合もある。建築の企画から、

設計、施工、運用 ・維持管理、増築 ・改修と

いった建物のライフサイクを通じて、関係者

が一元的にBIMモデノレ椛築をして、共有し

活用しようというアイデアである。 3 次元

CADのほかに、構造 ・設備 の設計ソフト、

相 ｴｾｉ や各種シミュレーシ ョンのソフ トが関連

発表した ＮＡｊ ｾ 例 からであった 。 Ｓ 次元 ｃａｄ に

より、図而作成のH寺間が削減され、設計密度

の向上、クライアン 卜の満足度向上や、設計・

施工なと‘ 関係者IIIJ の思解度の向上が岡れたと

いう 。881惜の建物すべてをモデル化し、医11師

はモデルから 1500枚作成した。過去の図凶

作成は、人生の無駄な l時間であったという 言

葉が印象的で、あった。

2004年にこの方に来ていただき、建築学

会で発表をしてもらった。AI A (米凶立J ! 築家

協会) 大会に参加 した人に聞くと、; j C凶でも

3次元CADが普及し出していた。BIMとい

することもある 。一般にH寺問中111とコストを加 う言葉は、新しいCADを発展的に利mして

ＺＮＧＺＺｯＺＢｾＧ｟Ｇ・・ＮＮ孟＿

I章I寛'1主能評価

サステナブル

セキュリティプランニング
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備造解析

BI Mの活用



年秋頃にISOを取る予定である 。現在、 IAI

日本で

形式であるため各ソフ ト聞の受け渡し実証実

!検が各国で行われており、その結果をIF Cの

はIAI 日本がある。IFCはまだま庁しいデータ

には 世界の14地域に支部組織があり、

改善につなげている 。 日本でも、 IAI内での

実験に加えて、 Buil dL iveという仮想コンペ

を開催し、 3次元CADの可能性検証及びチ

ーム内でのデータ交換事例を公表していただ

- 米国AIAにおける動き

2005年にAIAが、 IP (I ntegl' at ed  Pl' acti ce 

: 統合的業務推進) と L ヴ概念を発表した。

いている。2010年には学生チームを含め、

20チームの参加があった。

3 次 元C A Dの概念図

コ設計の始めから建築主、設計者、施工者、ボリュームを計算具など要素の数量、而和、いこうというアイデアから発生した後、最近、

ンサルタン 卜などが協力する仮3出的な組系放を

作ってプロジェク 卜を進行させ、間違いのな

できる 。その結果、数量和算に役立つのみな急速に世界中に広まってきた。似たアイデア

らず、図面内のリスト 、例えば建具表の数量は90年代のコンピュータ 利用の始めからあ

い建築、コストと全体工期の縮減などを図ろ

うというものである。米国内で、建設に関す

も正確になる。ったが、 J封 lij とハードが追いついていなかっ

さらに、意匠 ・構造 ・設備の設計者がそれ日本での 3 次元CAD導入も先の学会セた。

る無駄な費用が大きくて無視できないことかそ守れの関係する要素を入力すると 、その大き
ミナーの前後に始まっているが、本格的なf[)(

ら、建築主の団体がその解決策の検討をAI Aさと位置関係から 3 次元空間における要素のり組みが始まったのはここ 2 - 3年前からで

に要望したという背景がある。干渉チェックができる。要素変更をしてもそ

の変更の影響範囲検討を簡単に行える 。クレ

あろう 。

2006年から数年のAIA大会では、 IPに関
従来は、主に 2 次元の作図CADと建物の

するセミナーが 1 日かけて行われた。現在で
ーンなども加え、オブジェク卜を 11寺問中111に沿見え方( 透視図) を作成するCG (Computer  

Graphi cs) ソフトが中心であった。BI Mでは、

設計初期から建物を 3次元モデルで表現して

は、 IPによるプロジェクト推進という意味

のIPD (I ntegl' ated  Proj ect  Deli very ・統合

化プロジェクト 推進法) と L 寸言葉も使われ

って組み立てるシミュレーションをすると、

施工手順の確認ができる。外国では、これに

より資料の発注手配やすμ易搬入の適切な時期設計検討を進め、 図面は必要H寺に 3 次元モデ

る。IPDに関係する契約案も ，'1:'，来上がっていの検討、駄目工事や手戻りの削減に寄与した
j レを切り出すことで行う 。建物モ デルを水平

る。BI MはIPDを実現するためのツールとし事例を見ることができる。 さらに、竣工後のに切ると平面図、縦に切って断面図、壁面か

て認識されている。AIAセミナーでは、 IPDF Mに活用しようという司王例もある。ら平行に離れて見ると立面図ができる。また、

における建築家の役割を再認識する 必要性に外からモデルを見ると外観透視 ｉ ｾ ｉ 、内部で見

触れるとともに、 BI Mに対応しないと 21世. BI MI こ関連する技術 (IAI のIFC)ると内観透視図になる 。

紀に設計事務所が生き残れない、と話すAI Aつではない。まBI Mに関係するソフトは大事なコン セプ トは、モデルを修正すると

のフエロー建築家が多くいたと 聞く。た、あるプロジェク トに関係する各社でf史う図而も透視図もモデル修正の結果を自動的に

AIAの動 きを受けて、 UIAでも IPの議論

が始まった。 また英国建築家協会 (RIBA) 、

豪州建築家協会( 同じく AIA) 、日本建築家

ソフ トも遣う 。将来的にも、 一つのソフ トで

BI Mのすべてをカバーすることは難しい。各

ソフトウェア聞でのデータ交換や共有を行う

反映 して変更さ れることである。したがって、

従来のような図面の食い違いは原則的には起

きない。確認申請などで問題になる図面の食

など各国で、 IPに関係 した委員協会( J IA)|燦の不具合を減らす目 的のため、IAI (Int er-L ミ違いを少なくすることにも役立とう 。BI M

会の設置や、 BI M関連の セ ミナーが行われ
national  All iance fol' Int er-operabi li 旬、 ii kを切り，t しただけで最終図面として完成する

訳ではなく、 付記、 凡例、ハッチングなど補 ている。近で、はBuilding Smar tと表示することが多

という国際組織があり、特定のソフト会
)

 
、

L

 

国各国のBIMガイドラインと BIM活用社に頼らないニュートラルなデータ形式とし

米 国 GSA (General  Servi ce 

Admini strat ion: 連邦調達庁) のPBS (Publi c  

Building  Service : 匡|土交通省の営繕に該

11 

2007年に、と

IFCは、 95年から検討を進めており、 2011

て IFC (Industry Foundation  Classes) 

L寸形式が検討されている。

助的な情報を付加する必要がある。 この追加

作業時間の見積もりがうまくでき れば、図面

作図時間を大幅に減らすことができる。

また、建物のオブジェク卜要素は素材や大

きさという属性を持つため、柱、壁、床、建
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当) が、 一部の公共工事における I FC納品を

開始した。 また、 NI BS ( Nat ional Institllt e  

of Blli lding  Science 匡l総研に相当) では同

じ20071' 1三にNBI MS ( Nati onal  BI M Standarcl 

:  BI Mのガイドライン) を発行している。

ほかにBI Mガイドラインは、オーストラ

リア、 ｾｍｮ 主 ｼ 、フィンランド、ノルウェ一 、 デ

ンマークなどで、さらに米国内のいくつかの

州 と軍の機関で、 作成 されている 。そこでは、

データ 作成はI FC を採用している。また、米

国、フィンランドほかいくつかの国で、実際

のコンぺ参加に対しBI Mの採用と IF C納品を

義務づけるととも始まっている。中国で、最

近のコン ぺにBI Mを採用した事例があると

も聞いた。 日本でも 2010年から国土交通省

でBl iVI をテーマにしたプロジェク卜がk台ま

ったが、その範囲や内容はあまり公開されて

いう提案もされている。

日本のガイドラインに| 刻しては遅まきなが

ら、 J I A、B C S ( 建築業協会) 、そしてI AIな

どで検討作業が始まろうとしている 。ガイド

ライン作成に際しては、関係する人たちの聞

のルール整理が必要である。その課題のいく

つかを以下に述べる。

まず、設計- 者が作成するデータに関し、ど

の音1)分をと、の干到主ーのあ'iJ .tで、作るかを示す必要

がある 。 ｾＺ匠、 桝 造、設 備 の設計者 ｼ聞 のデー

タ受け波しを考えたとしても、 何のデータが

どう作られているか、どのデータを自分が作

る必要があるのかがわからないと困る 。 さら

に、おのおのが使うソフトが迷う場合はデー

タ交換が必要で、、データの作成法や内容がわ

からないと受け取ったデータの復元が難しく

なる。

著作権をどう考えるかも問題である 。 2 次

元C ADiこ関して、著作権が侵害される可能

性があるか ら他社にデータを泌さないという

設計者がいたが、 BI Mではデータの活用の

面から、他社にデータが渡る前提で著作権を

考える 必要性があろう 。

さらに、 ｂｉｍ を ｾ Ｇ ｉＧ ｬｩ 成する製品メーカーか

ら、 BIMに沿 った 3 次元製品データの提供

が望ましい。既に米国や欧州、|では、カタログ

に準じた 3次元データをかなり多くのメーカ

ーが抗: 供しており、インターネ ッ トサイトか

ら入手できる。 日本では 3 次元データの提供

はまだ数社だけである 。このデータ作j戎のル

ールも統一 されている必要があろう 。

このほかにも課題はあろうが、 一人ひとり

で考えていても! 鮮決しない。BI Mのことを

真剣に考えている人が集まり、あるべき状態

を想定しながらまずは業界ルールを、次に固

としてのルールを作成していくことが必要だ

ろう 。 さらに将来、 IPに似た業務遂行に変

化 してゆくとすれば、変化に ｦ Ｇ ｬ ｾ う契約や コス

ト負担の考え方も検討する 必要があろう 。

- 最後に

将来的に日本の建築工事のパイが小 さくな

る可能性が大きいと IL[J くが、今後は海外での

コンペ機会増加lも視野に入れ、その対応を考

える 必要があろう 。既 に海外では、Bl iVIに

沿った業務遂行が，'.1:'，来るというのは、応募す

る際の必須条件になってきているようだ。

国内では、先に述べた BI Mの縦 ililh利用だ

けで事足りるとする関係者もいるが、海外の

例を見るに、クライ アントに対し施工 l時や

F iVI も含めた新しいサービス提供の基礎とし

てBI Mを活用すると考えていく必要がある

いない。 また、もし将来的に設計から施工ヘデータ だろう 。 ( さかきばら かつみ)

このほか、シンガポールではBI Mモデル を受け波す場面が出たとすると、設計者は生

から変換 されたI F Cデータを使って 日本の{確

認 l事訪の一部にあたる法迎合性を自動化す る

試みが進行 しており、このシンガポールの仕

組みをノルウェーが最近採用した。竣工後の

Bl iVIモ デルを使って維持管理と運用に役立

てようという考えもあり、英国でF M面から

のBI iVIモ デル活用と新しいサービス提供の

可能性を探る動きがある 。 さらには3Dオブ

ジェク 卜の1紫準 ライブラリー整備を行おうと

12 

産のための情報まで作るのは鮒しいと考える

だろうし、施工者は使える情報が設計者から

来ないと同じようなデータを 作 ることにな

る。設計者から施工者ヘBl iVI データがうま

く渡ったとしても、設言 |者4 は作成したデータ

のどこまで、に責任が取れるだろうか。作業や

責任が噌えれば設計料や設計の工程と時間の

見直しも必要になろう 。こうした乙とがどこ

まで必要かの整理が重要である 。

図版提供

IAIEI本、クeラフィソフト ・ジャノTン、 AI Aカリフォルニア



BI Mとデザイン

東京都市大学教授

山口重之

建築設計における CADの歴史は、かれこ

れ40年近くにもなる。建築デザインの世界で

何が起乙 っているのか。建築設言|における情

報技術はどのように発展してきて、どこを目

指しているのだろうか。ここ数年の関心が高

まってきている BI Mとデザインについて整

理してみたい。

I BI Mの概念

はじめに筆者の目から見たBIMに関する

見解を、簡単に述べておきたい。

BI Mの特徴を簡潔に整理すると、 ①仮想

建築の定義 国|探標準プロダク トモデル生成

一形状モデルのほかに性能、機能、仕様の表

現②試行錯誤 ・シミュレーション、仮説と検

証一アプリケーション連携と高度な可視化技

術①グローノ，' ) レ化 : 国|祭 ・異分野 ・他分野コ

ラボレーション 専門分野、関係者間の連携

の 3点である 。

① プロダク トモデルの国際標準は、 I SO-

STEPによ って形状モデルを核に設計と生産

の知識を表現するという考え方で設計されて

おり、企業聞の異なったアプ リケーションの

聞で情報 ( データベース) の共有化を実現し

ている 。そのためCADは製図のためのツー

ルから、 3Dオブジェクト CADとしてプロダ

クトモデルを作成するツールに変わった。

BI Mを実現するためのオーサリングアプリ

ケーションになったのである 。 もともと製造

業からの技術移転ではあるが、建築の 世界で

はIAI がIFCと呼ばれる独自分野のデータ連

携標準を作成して普及に努めているが、これ

は設計ーから始まり建築の全ライフサイクルを

カバーするプロダクトモデルである。

①IFCなどのアプリケーション連携国| 燦標

準を使って様々な解析、シミュレーション、

可視化 (3Dプリンタも含む) 、計算、干渉チ

ェッ夕、形態生成 ・操作など多様な専門分野

のソフトウェアと連携でき、デジタルモデル

上で様々な設計上の問題、生産上の問題、環

境への配慮などを可視化 して検討、検証でき

る。高層ビルや橋梁など大規模な構造物は、

電気製品のように実物模型を試作して実物実

験をしてから製造する訳にいかないので、仮

ナンスなどをコンピュータのなかで、f子うシミ

ュレーションベースの設計が可能になった。

①設計のプロセスが進むにしたがって、多

くの関係者の意見、意思決定、利害関係を調

整しながらデジタルモデルが完成していく 。

高速ネットワーク環境のおかげで空間や 11寺聞

を超越した遠隔地問のコラボレーションも可

能になっている。

I BI Mはデザイン・ビジネスの革新

デザイン ・ビジネスの観点から見れば、

BI Mは単なる設計技術ではなく、 設計ーから始

まり、建築生産システムだけでなく建物の全

ライフサイク j レをカバーする核をなす概念で

ある。3Dデジタル建築モデルを中核にして、

IFCをはじめ各種システム聞の相互連携標準

によるデータ連携を可能にし、とれまで困難

であった多様な側面からの設計上の検証やシ

ミュレーションと可視化などをとおして、課

題Wt 決のための環境を提供してくれる 。

BI Mはクライアント、建築家、エン ジニア、

メーカ一、建設業者、ファシ リテ ィマネジャ

ーなど建設プロジェク 卜にかかわる利害関係

者をつなぐプラットフォームを提供する。 さ

らに狭L 、範囲では、設計に関係する専門家 ・

エンジニアたちをつなぎコラボレーションを

容易に実現する環境を提供してくれる 。その

核にあるのが3Dデジタルモデルである。 こ

の特徴をもとにして現実のプロジェクトを関

係者の意思決定、利害関係にスムーズに反映

させ、ビジョンと目標を実現しようという環

境のI PD (Int egrated  Proj ect  Deli very) と

呼ばれる概念である 。

国際的協業と競争の流れのなかで企業が競

争優位に立って繁栄していくためには、

- 製品とサービスの付加価値を向上させる

・仕事の仕組み ・方法の革新によるビジネス

のスピードアップρとコス トダウン

が言l ( 題であると言われている 。前述のBI M

の特徴を考えれば、 BI Mの導入が競争的優

位に立つための重要な企業戦略になりうる 。

現在の状況は、まさにBI Mがデザイン ・ピ

ジネスを変革しようとしているのである。

想のデジタルモデルと仮想の利用環境をつく ・デザインにおける創造性

り出して性能を確認し、建設の方法やメンテ 10年ほど前、友人にミュンへン郊外の日系

建築と社会 ・201 1. 2 13  



自動車メーカーのデザイン会社に案内された

とき、 何枚もの新しい製品のコンセプトレン

ダリングに時間を費やすデザイナーを見て、

何か安心感を覚えた記憶がある。デザインの

入り口はデザイナ一個人個人の感性による発

想を目の前にスケッチとして描 きIt し、発展

させ検証していく試行錯誤的な過程である 。

BI Mに使われる C ADはプロダクトのモデリ

ングを想定しており、スケッチには向かない。

これまでの設計技術としてのC AD/ CGの

歴史はBI Mへの準備期間にすぎなかった。こ

うい った建設産業や設計ビジネスを支える先

端的デザイン・テクノロジーとしてのCAD/

C Gが、より大きな概念と役割を持つBI Mへ

と発展してLミく道筋は、企業間競争がグロー

パル化してより 一層激しくなるなかで、当然

と言えば当然の流れで、ある。

しかし、 一方で設計者がつねに気になるの

は、設計一の創造住J : とデジタルテクノロジーの

関係であろう 。この話題が業務のなかで正面

切って語ら れ議論されることは少ないと思わ

れるが、昨年秋のB LT 2010コンぺの審査に

参加 して、設計プロセスの革新や設計の生産

性と並んで、、設計の創造性が審査側の大きな

注目点のひとつであったように、こういった

仮想コン ぺでは、まだまだ現実の仕事とは違

って本来的な議論が飛ひ事交っている 。

- コンビュータ導入の創世期

者1¥市・建築分野へのコンピュータ導入の創

世期とも言える40年ほど前はどうだったか。

1963年、 MI Tの博士課程の学生であった

l サザラン ドがS KE T CHPADによりインタ

ラクティフ守なコンピュータ・クヂラフィックス

の可能性を示して以来、ビジュアルなメディ

アで仕事をしてきた先駆的なデザイナーたち

は熱狂的なコンピュータの腐になっていっ

た。マシンがノ Tースを描くこと自体に、多く

のデザイナーが驚異の、あるいは脅威の目を

ザイナーにとって脅威である。デザイナーの

美学や人間としての感性に我慢ならないから

だ。 しかし、この 3 日間は実にエキサイテイ

ングであった。 コンピュータが何であるか、

何ができて何ができないのか・コンピュータ

がデザインプロセスのなかでよきｽｾー ト ナー

として付き合えるのではないか、と祇しもが

感じたのではなかろうかj と述べている。以

来、 梢造 ・設備のエンジニアだけの 世界から

デザイナ一、建築家も巻き込んでコンピュー

タとの共同への試行錯誤が始まることにな

る。

Comput er Ai ded Des ignはマシン自{本が知

的でなければ成立しない。そうでなければ危

険でさえあるとして、仮想的な知的 システム

のコンセプ 卜: Architecture  Machineを当H寺

のミニコンピュータにインプリメントし始め

たのはMI TのN ネグロポンテである。1968

年から彼の主宰するアーキテクチャ ・マシ

ン ・グループはUR BAN 5、S E E K、I MAGE、

HUNCH、GROP Eなど新たな刺激的プロジ

ェクトを矢継ぎ早に世に問うた。

1970年に MI Tから出版された iE merging

Methods  in Envi ronment al  Des ign  and 

P lanni ngJ は建築的思考、デザインプロセス、

C AD、問題構造分析法、空間椛成のアルゴ

リズム、評価システム、形態と行動科学など、

60年代のデザイン方法論の集大成である 。

一方で、、 1973年M.グラハムはシアーズタ

ワーの110階分のフロアの家具什器のレイア

ウトをすべてコンピュータで作図し、エレメ

ン 卜の数量を計算させた。デザインビジネス

での高性能ツールとしてのコンピュータ利用

に目が向けられ始め、コンピュータとの創造

的共同の分野での展開は一音1)の大学の研究室

を除いては、しばらく不活性の時代に入るこ

とになる。

この問、 他産業における I T革新の成果が

あまりにも目党ましく、日常的に見聞きし話

見張ったので、ある。1968年春、 Yal e Conf erence  題に上るため、知らず、1 ; 1] らずのうちにビジネ

on Computer Graphi cs in Archit ectureがエ スにおける I Tの戦略的な役割 と高い戦闘能

ール大学で開催 された。建築デザイン分野で 力がみんなの頭に刷り込まれてきたのではな

の最初の会議である、主宰した建築家で元 いだろうか。建築設計の世界でも次第に多く

U CL A教授のM ミルンは、「われわれの職業 の話題や設計ツールがビジネス指向になって

に重大な変革をもたらすであろうこの機会 Lベ 。

を、誰しもが待っていた。コンピュータはデ
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- コンビュテーショナル・デザイン

その後、情報通信技術の発展や遺伝子アル

ゴリズム、人工生命、カオスなと、複雑系の新

しい科学の登場とともに再び活性化 し始める

ことになる。 さらに最近のアルゴ リズミック

デザインと H平ばれる分野では、建築家自らの

方法をアルゴリズム化し、コンピュータを使

用して形態生成、 空間桃成を試行錯誤する 。

また、デジタル的に建築的思考を、ステップ

ごとのルールを決めてインクリメンタルに実

行する人もある 。

最近では、工業製品分野でよく 利用 されて

きた形態操作に優れた形状モデリングソフト

ウェアが、現実の建築のユニッ トやカッ トさ

れた素材というオブジェク トとして生成でき

るようになって、 BI Mへの橋渡しが可能に

なり、摩天楼が海藻のように、砂漠の陽炎の

ようにゆらめく 。

海外の事務所などで活躍する日本人のコン

ピュテーショナル ・デザイナー/ コンサルタ

ン トたちが「ゆらめく j 建物を独自のプログ

ラムで生成し、建築家のコンサルタントとし

てファサードを生成し、フレームを生成し、

デザインと実現可能性の検証をしているとい

う。新しい時代の新しい職能である。

- デザインの創造性とビジネスの橋渡し

設言|の創造性は、使用するシステムとは直

接の関係がない。実務のなかでは、ややもす

れば議論を避けがちなデザインの入り口の問

題である 。情報技術やBI Mそのものが発想

を刺激する iJll岡 もあるだろう 。手段はバラエ

ティに富んでいてよい。手柑l き、 言葉、製図

C AD、模型、形状モデリングソフ ト、自作

ソフトなど。発想が飛躍しわくわくする方法

と手段で入り口へ。 しかし、デザインの出口

はBI Mに限る 。そんなH寺代が来ている 。

( やまぐち しげゆき)



官庁営繕事業における

BI Mを用いた

設計の試行等

国土交通省大臣官房

官庁営繕部

整備課施設評価室

官庁営繕事業における BIlVl を用いた設計

は、国土交通省が策定した「国土交通省

CAL S/ ECアクションプログラム2008J の

目標の一つである「①調査 ・計画 ・設計 ・施

工- 管理を通じて利用可能な電子データの利

活用」のうち、具体的な実施項目として掲げ

られている 13次元データを活用したモデル

設計 ・施工の実施」の一環として実施するも

のであり、 BI M導入の効果 ・課題等を検証

するごとを目的としている。

BI Mとは、 Buildi ng Informat ion  Modeling  

の略称であり、コンピュータ上に作成した 3

次元の形状情報に加 え、室等の名称や仕上げ、

材料 ・部材の仕様 ・性能、コスト 4情報等、建

物の属性情報を併せ持つ建物情報モデル( 以

下、 BI Mモデルという) を梢築することで

ある 。

官庁営繕部では、設計・施工から出f(持管理

に至る過程でー貰してBIMを活用すること

が、施設整備 - 保全に係る行政コストの削減、

官庁施設の品質確保、及び官庁施設における

顧客満足度の向上に資すると考えており、

BIMによるメリットが営繕業務にもたらす

変化として次の①~①に着目し、これら 3つ

区1. 天井伏図( 天i月二開口リス卜を含む) ・建

具表を作成するために必要な情報が入力され

たBI Mモデルを作成するという形で、対象

を絞って実施する。

本試行の概要は、大きく以下の①~④ とな

る。なお本設計業務の実施にあたっては、本

設計業務の効率化及ひV I質確保の観点から、

さらなる BIMの活用について業務の応札者

へ提案を求めることとしており、 BI Mにつ

いてのさらなる取り組みが提案される場合が

ある 。

①設計図書の作成に必要な情報が入力され

たBI Mモデルの作成

整備施設外観、当該敷地形状、周辺の敷地や

建物輪郭を含む整備イメージを検討するため

の外部空間が確認できるような、基本設計図

を作成するために必要な情報が入力された

BI Mモデルの作成。実施設計図については、

仕上表 ・平面図・立而図 ・断而図 展開図 ・

天井伏図( 天井開口リス トを含む) ・建具表

の作成に必要な情報が入力されたBIMモデ

ルの作成。

①通常の設計と BI Mによる設計とのプロ

セスの違い、及び人員数の報告

の観点から、 BIM導入の効果 ・諜題等を検 設計の各段階( 基本設計方針策定段階、基本

証することとしている 。

①設音|内容の可視化による変化

設計の透明性 - 説明性が高まり、 関係者聞に

おける意思決定の迅速化。

①建物情報の入力 ・整合性倣認による変化

官庁施設に必要な性能水準と合致した設計の

効率的・効果的な実施。

〈主建 物情報の統合 ・一元化による変化

設計 ・施工を通じて、施設管足rr者による施設

の運営 ・管理や、官庁施設のファシリティマネ

ジメントに活用可能な建物情報モデルの椛築。

- 試行の概要

BI Mを用いた設計の本試行は、延べ面積

が約3，000ni の標準的な規模の事務庁舎であ

る関東地方整備局発注の「新宿労働総合庁舎

外設計業務j において実施することとした。

主として基本設計段階において、建築及び桃

造分野で実施する 。実施設計段階においても、

実施設計の成果物のうち笑施設計図について

は、仕上表 ・平面図 - 立面図 - 断面Izl ・展開

設計段階、実施設計段階) において、 BI M

を使用しない通常の設言|と、今回の試行にお

ける BI Mによる設計とのプロセスの遣いを

確認するために、それぞれの設計のプロ セス

の遣いや人員数について報告。

①BIMモデルを活用した配置 ・立 l百計幽

等の比較検討

上じ il 変検討にあたっては、 BI Mモデルによる

算 出 数量等を活用して、 外 壁 ・ 窓 ｾ ｉ ヲ状等の全

体工事費への影響が大きい嬰索を考慮、したコ

スト 比較も併せて実施。

@BI Mモデルを活用した工事費概算の実施

BI Mモデルより数量算出機能を 用いて算出

した数量により、コス ト担llt t ，i を実施。

本設計業務で得られた成果物については、

官庁営繕事業における BIM導入プロジェク

ト等の試行や検討業務などへの使用のほか、

、ν 言及7泡設に係る工事の受注者に貸与し、当該

工事における施工図等の作成、当該施設の完

成図の作成及び完成後の維持管理への使用の

ような設計段階以降への活用を悲肥している。
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また本試行では本設計業務の受注者の状況

を考慮する必要があるため、電子必t休として

提出する本業務の成果物のファイル形式及び

提出方法については協議に よることとしてい

るが、本試行で使間する BI Mのアプリケー

ションについては、 IFC形式のデータが出力

できる、日本語に対応した汎用的なものを使

用するものとしている 。

- その他のBIM導入事例

その他の官庁営繕詰15が取り組んで、いる営絡

事業のなかにも、設計者や事業者ーからの技術

提案により BI Mを導入している事業ーがある 。

そのうち 3つの事例 を以下に紹介する。

( 1  ) 海上保安斤海洋情報部庁舎

この施設は、東京都江東区青海に計画中の

事務庁舎である 。 設計は平成20年度に終了

し、ｬｊ ｾ Ｚｴ王は平成 ＲＳ 年度の完成に 向 けて工事を

進めているところである 。

設計業務の発注では、入札契約手続きにプ

ロポーザル方式を適用 した。 その結果、特定

された(附安井建築設計事務所から次のような

技術提案があり、その l つが建築意匠分野の

設計にBIMを導入して、以下の項目を行う

というものであった。

[BIM活用に係る提案内容]

. 3 次元CADシステム (BI M) を用いてス

ムーズな意思決定を誘導。

・設計段階のフロントローディング化 によ

り、短期間の基本設計において多岐多様な情

報を共有。

・与条件設定、全体 - 各部門検討事項、建築

梢築フェーズを短期間に行うと同時に、段階

的コス トコントロールを実践。

さらに、 施工段階における BI lVl の導入効

果 ・課題等を把揮するため、関東地方整備局

海上保安庁海洋情報部斤舎パース

16 

から作成した図面データを利用することにし

た。現在、工事の受注者の協力のもと、 一部

の施 工図等の作成にBI Mを導入して施 工の

品質向上効果などを確認している 。

( 2  ) 気象庁虎ノ門庁舎 (仮称) ・港区立教育

センター

この施設は、東京都港区虎ノ 門に計画仁|コの

事務庁舎及び教育機関である 。固と港区の施

設を一体的に整備するPFI事業で、平成21年

度から平成35年度までを事業期間 として、現

在は設計を進めているところである 。

気象斤虎ノ門庁舎 (仮称) ・港区立教育センターパース

PFI 事業の発注では、入札契約手続きに総

合 評価1I落札方式を適用した。 その結果、選定

された大成建設ク、ループから次のような事業

提案があり、設言|にBI lVl を導入した。

[BIM活用に係 る提案]

BI Mを導入して施設データの一元化 を図

り、設計、施工、維持管理の各段階でコミュ

ニケーションツールとして合意形成の迅速

化、バーチャルリアリティによる妥当性の検

証、適切 な修繕計画策定などに活用すること

としている 。

・プロジェク トを過して一貫したBI Mの活用

・設計、 施工、維持管理の各段階を通して-

1，: ( したBI Mの活用によりデータを一元化 し、

長期修繕賀用をはじめ、 LCC削減に寄与。

・実物大で、のノ Tーチャ J レリアリティによる検証

.  BI Mによりプロジェクトの進行の 円滑化

を図り 、顕在化 しにくい不要なコストを削減。

(  3  ) 中央合同庁舎 8 号館

この施設は、東京都千代田区永田110'に言|画

中の合同庁舎である 。匡|の施設を整備 する

PFI 事業で、平成21年度から平成35年度まで

を卒業期間として、現在は設計を進めている

ところである 。

PFI 事業の発注では、入札手続きに総合評

価落札方式を適用し、その結果選定さ れた清

水建設グループから次のようなBI Mの活用

に関す る提案があり、現在BI Mの具体的 な

活用に向けた協議を進めている 。

[BI M活用に係る提案]

.f1
t

l算数量tl1lli の効率化

.  BI Mを活用することで、建物モデルをもと

に柏算数量を効率良く算出。

- 建築 ・桝造 ・設備の各分野の情報が整合 さ

れたBI Mモデルによる型枠、 コ ンク リー ト、

鉄筋等の脆体数量、 内装材の数量等の算出。

・建物ライフサイクルにわたる品質確保の実現

. 設計段階でのBIMモデルによる胴体 ・設

備干渉開; 認、複雑なディテール確認、 施工計

画に基づく施工シミュレーションの設計への

反映等、品質不具合を起こさない設計 ・施工

プロ セスの実現。

- 仕様、工法、工程など施設整備段階の情報

をBI Mにより集約し維持管理に活用 すると

ともに、維持管理段階での情報をさらに加 え

ていくことで、建物ライフサイクルをとおし

た情報をBI Mにより 一元管理が可能。

・維持管理へ正眼 な情報伝達

- 隠ぺい音11の施工状況をBI Mに取り込み、 維

持管理時の調査 ・州: 認における精度の向上や

li ( g認時間の短縮を実現。

- 設計変更等のコスト管辺において、 BI Mモ

デルによる情報共有により、施設整備 と維持

管理双方の変更に伴うコスト 把握がしやす

く、事業の陥実な推進に貢献。

- おわりに

BI Mは設計 ・施工から 維 持管理に至る 過

程で一貰した)1ヲで活用されるととでさらなる

メリッ卜が生じると考えており 、今回の設計

段階における試行結果を踏まえ、順次、 以降

の段階における BIM導入の効果 ・課題等を

検証する方針である 。 また、設計者や事業者

選定において受注者の技術提案に よ るBI M

導入事例が今後も J担えてくる可能性があるの

で、 これ らの事例 も踏まえながら、官庁営繕

事業における BIM導入の効果 ・課題等を検

証して p くとととしてL、る 。

( 文武/ 小塚迷史)



BI Mの実践

~設計の立場から~

側日建設計設計部門代表

山梨知彦

- 設計にとってのBIMとは何か?

BI M (Builcli ng  Infor mati on  Mocl eling) は、

3 次元の立体的なモデル (Bui lcling Infor ma-

tion  Mocl el) を、コンピューターの/ ' 1 ' ーチャ

ルな空IIJ Iのなかにまず築いて、必要な図面な

どの情報を、その 3次元モデルから切り 出す

設計手法である。

これまではBI Mを使 って、今は施工H寺に

検討している様々な事項を、設計H寺に前倒し

で行うことで、設計から施工に至るプロセス

全体での効率を上げる手法として取り上げら

れることが多かった。つまり BI Mは建設業

会体の「効率化J や「省力化j のためのツー

ルとしての側面が強調されてきた。

に現代の建築を椛成している部材には大量生

産物が多く使われてはいる 。だが、それらが

アッセンブルされた建築自体は、 個別単一生

産物で、あるのだ。プレファブ住宅ですら、実

際には楳準的なモデルではクライアントの要

望をかなえきれないらしく、事実上はプレフ

ァブの部材は、発注を受けた後に製作が開始

されるオンデマンド生産が主流らしい。工場

のような単純な建物では、同一建物の中で繰

り返しが多いので、単一生産で、あっても大量

生産ど同様なメリットをもたらせそうである

が( とは言 え、多くのBIMの試行がこの子

の建物で試みられているのも事実であるが) 、

もともと BIMを用いる必要がないほど単純

な建築でBI Mを使ったところで、生産性が

著しく向上されるはずもない。 このように、

・大量生産とBIM 建築はそもそもが個別単品生産物として捉え

確かに、建築が大量生産物で、あるならば、 られるべきである 。

設計時に念入りな検討を行うことで完成度の

高い設計を行い、生産を大幅に省力化できそ

うである 。事実、自 動車産業がBI Mの原型

とも言える 3次元設計を行うごとで、モデル

チェンジのサイクルを短くし、省力化に成功

した。 それゆえに、 BIMが同様なメリット

を建設ビジネスにももたらしてくれるであろ

うという期待があったのは事実だ。

ところが残念なことに、建築は単品生産物

であり、大量生産で、はない。20世紀の巨匠建

築家ル・コルピ、ュジエは、 T型フォードの大

量生産ライン( 1908年) からインスピレーシ

ョンを受けて、 ドミノシステムと H予ばれる、

工業製品の柱の繰り返しからなる建築モデル

を発表している (1914年) 。原始的なモデル

にも見えるが、オフィスなどを見れば今 日で

もいかに多くの建築が、いまだこのモデルの

影響下にあるととがわかる 。

ドミノシステムの登場以降、特に大型建築

は大量生産物を理想、や目襟としてきた。確か

- 時代は高品質+ 個別単品生産へ

その上、現在の経済の成熟状況のなかでは、

スピード重視の「早くつくる J ことよりも 、「高

品質につくる」乙とが建築に求められ始めて

L 唱 。ifi 、l震構造偽装問題にヲ |き続き次々と発

覚した設計の不整合と、社会がそこに寄せた

関心の大きさは、建物の設言|や施工について、

われわれ業界の人聞が考えている 以上に 世間

の関心が集中していることを表すものと受け

取るべきだろう 。

一方で、、大量生産の象徴とも言える 印刷物

に目を向けてみよう 。昨今、不況業種の代表

のように言われている 出版業界で、あるが、実

はI T技術の進化により最もホッ トな業界と

なっているようにも見える。 まずは、コンピ

ュータの上で、印刷の下書き、清書、版下作

成までが一気に 出来る D TP ( デスクトップ

パブリッシング) の登場により、誰でもが高

品質な印刷物を、きわめて少量であっても、

建築と社会 ・201 1. 2 17  



リーズナブルな佃i絡で製作することが可能に

なった。 ( 建築業界における BI Mは、まさに

印刷出版業界における DT Pにあたるものか

もしれな L 、) その技術がベースとなり、イン

ターネッ トで、結ばれることで、文字情報は紙

の上から離れ、ウエッブというまったく新し

いプラットフォームを生み出 した。また印刷

物の販売経路も、 IT技術の進化に伴い、こ

れまでの詰屈という 形式から、アマゾンに代

表されるウエッブ上の書庖へと急速に業態を

変化 させている。それに伴い、これまでの苦

屈では物思的制約から不可能で、あった、少量

であるがきわめて長い期間売れる「ロングテ

ールj な書籍が流通に乗るようになった。印

刷技術という大量生産のための技術が、 IT

との出合いにより、 L 、つの聞にか少量多品種

生産のための手段へと変質し始めているのだ。

そしてこうした状況のなか、これまで大量

生産物の象徴として長く優位を保ってきて ，':l!，

版物を脅かし、電子書籍化の波が急速にt1j l し

寄せている 。旧態然とした印刷業者や出版社

にとっては脅威であり、 ，':1:'，版業界は瀕死の状

況にも見える 。 しかし冷静に見れば、印刷出

版業界は今や、 i Padやキンドルなどを引 っ

さげ他分野からの参入が著しい、ホットなビ

ジネスになっていると言えるだろう 。

建築ビジネスへBI Mが入り込むことの意

味とは、印刷出版業界に DT Pが入り込み、

それがヲ |き金となって現在に至る一連の大変

革を引 き起こしてきた乙とのなかに見出せそ

うな気がしている。BI Mは、単純に効率化

や省力化のためだけのツールではなく、建築

を本来あるべき「個別一品生産j に戻しつつ、

その上でH寺代が求める「高品質j な建築を設

計するための手段と考えることはできないの

だろうか?

. BIMによる試行錯誤

個別 主 Ｚ ￬Ａ ， ｾｾｾ ， 生産で、ありながら、高品位な設計

を実現するためには、設計 H寺点の試行錯誤と、

その結果を適切にフィードノ T ックするための

サイクルが不可欠で、ある。

これまでは、模型やモックアップによる 11m

ーの 3 次元空間での試行錯誤の方法であっ

た。 しかしこの方法は|時間もコストもかかる

ため、十分な試行錯誤を 、一品生産で、ある建

18  

築の設計に行うことは困難で‘ 、多くは 2 次元

の図面での簡単な試行錯誤や、 ｫ￦ ，ｬＮｾ 貴 則 で設計ー

をつめてL 、かざるを得ない状況であった。 と

ころが、 BIMはコンピュータ内音11の/ ' I ーチ

ヤルな空間のなかに、 3次元の建物を築くた

め、このバーチャルな空間を利用すれば、各

種の試行錯誤が可能である。乙うした試行錯

誤は、コンピュータ ・シミュレーションとか、

簡単に シミュレーションと 11平ばれる。

BI Mの登場以前 にも、 桝造の分野などで

はコンピュータ上の立体モデルを解析 してい

たが、これもシミュレーションの- っと言 え

るだろう 。また環境への関心の高まりととも

に、空気の、流れや温熱環境を、コンピュータ

でシミュ レーシ ョンすることが建築の設計で

も試みられるようになった。ただしBIMが

登場するまでは、設計は 2次元かつ紙の上で

行われて、シミュレーションを行うにはその

度にデータを入力する必要があった。データ

の入力手聞がネックになって、シミュレーシ

ョンは設計 作業のなかできわめて限定的に行

われる検証作業にすぎないものとなってい

た。

ところが、設言|自体に 3次元モデルを用い

るBI Mにおいては、シミュレーションのた

めのデータが常に準備で、きている 。シミュレ

ーションは容易になり、頻度が上がり、当然

のようにシミュレーションの結果が設計へと

適切にフィー ドパックされるサイクルが形成

される。- 11111生産で、ある建築物において、設

言|時に十分かつ適切な試行錯誤が行えるか否

かは、当然その品質に直結するであろうこと

は悲! 像がつくだろう 。

実はBI Mの設計上のメリ ットとは、BI Mモデ

ルを利用して、バーチャル空間での試行錯誤

を行い、高品質な設計を実現する乙となのだ。

. ホキ美術館

ホキ美術館は、こうした設計上のメリッ 卜

を生かすべく、われわれのチームで実践した

BI Mにより設計した事例の一つである。

BI Mは、ホキ美術館の複雑な形状をクラ

イアントに随時伝えるために、コンピュータ

グラフィクスのデータとして使われ、設計の

ためのスタディツールとして模型のように使

われ、そして設計図もそこからはき 1出された。

シミュレーションとしては、初期の有限要

素法による椛造解析、自然光を取り入れた

L E D照明計画、 空調、結露、 中庭の気流解

析などに用いることで、これまでは難しか っ

た試行錯誤を実践できた。

園BIMの今後

設計H寺における BI Mの利用 について、わ

れわれの試みを紹介させていただいた。よい

道具が子に入れば、それを使って手を抜ごう

とする前に、より良く、より高い頻出へと建

築を高めるために使おうとするのが設計者の

気質である 。BI Mによる試行錯誤は、今手

に入る試行錯誤ツールのなかで、既にかなり

強力な位置を占めているように感じている 。

とは言 え、 BIMはまだ始まったばかりの

設計手法だ。データがデジタ) 1 - であるため、

今後のIT技術の進捗により、現時点では予

想も 出来ないような使い方も登場するに違い

ない。BI Mの推進により品質の高い建築設

計が進むことを期待しているし、 Bl i VI本来

の持ち l床である 、施工や施設管理へのデータ

の利用についても、これまでの常識今を超えた

高度な利用が続々と紹介されていく日は近い

だろう 。

( やまなし ともひこ)



BI Mによる設計で

見えてきた「改革J

l t ' ，l 9安井建築設計事務 所

東京事務所設計部長

村松弘治

I BI Mへの取り組み

2007年から BIMによる設計を開始して、

既に 4年を経過しようとしている 。BI Mの

活用による設計プロセスの変革、 BI Mが持

つ情報誌と質によるクライアントからの信頼

性向上、 BI Mと環境ツールや構造・設備の

3次元モデルとの連携による設計の効率化 と

品質向上など、様々なメリ ッ トを獲得してき

ている。

設計行為にBI Mを活用するためには、「ス

キルJ i レギ‘ュ レーシ ョン J i スタンダー ドJ

の 3要素が必要不可欠で、ある 。その基礎とな

るのが、 iBI Mによる話時十プロセスガイドラ

イン j である 。実施設計まで活用できる BI M

にするために、この 4要素への絶え間ない工夫

と努力を重ねることは避けて通れない。(図 1)  

意匠、構造、設備分野において、企画・基

本設計 ・ ｾ 施 設計 ・申 請の各設計フェーズ

で、柔軟かつ幅広く活用している。特に企画

や基本計画 ・基本設計など計画初期フ ェースー

では、ほとんどのプロジェク 卜でBI Mを活

用している。

実施設計においても、各プロジェクト、約

Ｕ ＰｾＷＰＥ の図面を ｂ ｉｍ で作図可能にしている 。

- 設計プロセスの改革

従来の設計プロセス B I Mによる設計プロセス

ト一一一一

L__→ 
。

シケンス型

( 段階 ・連続型) プロセス

図2 シーケンス型( 従来) からコンカレン卜型設

計プロセスへ

られる。同時に、構造的要素や設備的要素、

環境デザイン要素も加味しなければならな

い。BI Mによる設計は「コンカレント型J 設

計視点と能力が求められる 。 (図 2 )

“ 基本設計でプロジェク 卜骨子を高いレベ

ルで組み立てる " 基 本 設 計 重視~の設計プ

ロセスは、結果的に設言 |の質を高め、効率的

実施設計へ導くことになる。つまり BI Mに

よる設計において、フロン トローディング化

は必要不可欠かつ必然的であり、設計プロセ

スを変革し、設計手法や生産性にも変化 をも

たらしている 。 ( これまで、実施設計で弘行って

いた検討行為の基本設計段階への前倒 し~フ

ロントローデ河ング 化 ｾＩ (図 3 )  

6  

段E十フロ

ィ
デ

必

罰

則
H

V

 

スコ

フロント口 デインクの実践

図3 コンカレン卜型設計プロセス

- 設計のシームレス化

BI Mによる設計の特徴は、設計フェーズ

をJ国えてシームレスにブラッシュアップする

ことである。 コンカレント型の設計視点は基

- 設計のフロントローデインク化

~基本設計重視~

BI Mによる設言|は、 「図面化j の概念を大

きく変えている 。“ 考えながら建築を組みず

ててモデル化する" その結果の図面化であり、

フ。ロジェク卜の初期段階から「総合的視点J

が求められる。つまり、プランを考えながら、

建築ボリューム、ファサードデザイン、ある

いはディテールまでイメージする乙とが求め 図4 基本設計から実施設計へのシームレス化
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* 設計フェーズにおいて実施設計フェーズを

見越した設計検討が必要不可欠であり、結果

として、基本設計と実施設計がシームレスに

連続することになる。 (図 4)

同時に、 BI Mによる設計においては意匠

設計一構造設計一設備設計の設計分野を超え

た連携とシームレス 化 も重要である。つまり

「統合設計J の思想が、 BI Mが本来意図する

- 設計における効率化と品質向上

. BI Mによる対話型設計~基本設計~

基本設計は、プロジェク 卜の骨子を決定づ

ける重要なフェーズである。安井建築設計事

務所はこのフェーズにおいて、柏極的にBIlVI

による設計を実践している 。

とこでのBI Mの活用は、各種検討謀題と

ところでもある 。 (図 5 、6 )  図8 監理/施工への活用 平行してモデルの組み立てからスタートす

上記 2つのシームレス化は、相乗的に設計各室ごとに内装仕上、家具備品、設備機器のリストを作成 る。構造設計や設備設計との 3 次元デー タの

製造メーカー名、規格品番、寸法、個数、製造年月などをデータ化

プロセスの効率化と 高品質のアウ トプットを 連携や環境シミュレーションによる検証など

4B 

実現している。 I リスト化功 F Mに活用 |  を踏まえて、 3次元にでわかりやすくクライ

構造 ( 553) 意匠 ( Revi t) 設備 ( 3D- CAD) r什器リスト( 例) 青 山 四 回 咽 " E  アントに説明を行う 。 これは、情報や認識の

図9 F Mへの情報展開の事例

共有化を図り、同時にクライアント 側にとっ

ても明維なディシジョンを導くことが可能に

なっている 。

設計者側にとっても、柔軟な発想や細やか

な提案、独自性 ・ ｾＹｴ 創性豊かな提案を可能に

図5 意匠ー構造ー設備設計におけるシームレス化 報としてクライアントに提供することが可能 している。

震妻
、

であり、今後、竣工後のアフターサービスソ . BI Mによる高品質設計~実施設計~

意匠Revi tモデル( 面倒 司

ｾ＠

リューションとして大いに見込まれる。(図 9 )

. BI Mがもたらす設計力の向上

BI Mによる設計・を実践するためには、高

い技術力、デザイン力、設計力が必要である 。

つまり高い能力を有する設計者が利用する乙

とによって、大きなポテンシャルを発揮する。

図6 意匠ー構造設計におけるシームレス化 一方で、、若手設計者にとっても、あらゆる

- プロジェク卜全f本におけるシームレス化と 問題点を品a験するチャンスになる。様々な技

情報活用

設計のシームレス 化 と同時に、監]当! I 施工

段階まで踏み込んだシームレス化について

も、フ。ロジェクトにおいて検討 ・検証を行っ

ている 。 (図 7 、8 )  

BI l VI による 設計のみならず、監理( 施工)

段階にも多くの情報が集積される。 この情報

をBI l V I 化することによって、これまでより

はるかに有益なファシリティマネジメント情

施工フェーズ

※ 施工図段階でのB I M活用案

L _  < 工事関悟〉

蹄 蜘T 吋 事 用 昌 吉 面 附 図

レ・・F:> 蝿 酎 醐

;頑算 1
BIMに よ る 附 局 企 画 工 掛 町 抽 図

ゅ ー 陀幅取付計画 etc

施工段階での BI M活用

:  < 筋工図閣罷> I  室ごとの置控仕上げ、

. . ム 弘 同部覧会図 ＮＮＮＮＮＮＮ ｾ＠ i Ii 摘リスト

データの手 F 時 必 蹴 吉 自 デ タ 僻J用"' 1 家典、備品リスト

畠i ! s 嗣まり検討 etc. I  般備機器リスト

丹署仕上げ菌性aリスト

etc  

図7 設計~監理/施工- F Mへのシームレス化
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術検討、デザイン検討、作図への組み立てを

同H寺期に「立体的に考える」必要がある。個々

の負担は増える ζ とになるが、結果として早

L、段階で設計力を手に入れることが可能にな

る。

BIMによる設計プロセス(3次元)

図10 3次元を主体とする設計プロセス

3 次元で考えた イメー ジを 2 次元にするこ

となく、 3次元のままでモデル化し、そして

形にする 。 このことこそが、シンプルな設計

フ。ロセスとして、効率的に能力開発を促進す

ると考える。 (図10)

図11 基本設計・実施設計におけるBIMの活用イメージ

t  

建具表，

建具姿図、

平面・立面。断面

d 展開図

申請図

子守 ｾ Ｎ Ｇｪ

矩計図平面詳細図

図12 実施設計におけるBIMの連携イメージ

(空調)

平面詳細図 矩計図

図13 一般図と詳細図の連携イメ ージ



よって高い整合性を得ているところが大きな

メリッ卜である。同時に、 2 次元では気がつ

きにくい必要部位、詳細部位を発見すること

が可能である。

基本設計から連続する - fi I並区I ( 平副支|、立

而図、断面図) を中心に、ブラッシュア ップ

しながら作成する。 これに仕上表、建具表、

天井伏Izl、展開Izl、平田詳細図、矩言|恒!など

を連携させている。同H寺に確認申請図もこれ

に連携して作成している。 (図11、12、13)

結果として、意匠実施設計図の50- 70%

はBI Mにより設計を行うことが可能にな っ

ている。加えて、意匠設計一桃造設計一設備

設計の実施設計連携も実践している 。

これまでの実践を通じて、 BI Mによる基

本設計及び実施設計を確実なものにするポイ

ン卜は、高い設計力、とりわけ実施設計力に

ある。デザインやディテールをイメージしな

がらモデル化することがBIMの持つポテン

シャルを最大限に発揮し、高品質化 ・効率化

を可能にする 。同H寺にコンカレントな設計プ

ロセス( フロン 卜ローディング化) を実現す

ることになる 。

. 意 匠 構 造 設 備 の 連 携

BI Mの持つ意図を明確に笑践するために

は、意匠設計一桃造設計一設備設計の連携は

不可欠である。 この連携の実践こそがBIM

の持つ効率化 と高品質化を可能にする。 (図

14)  

図14 意匠ー構造ー設備

設計の連携 (統合設計)

当社においては、 3 部門のBI M連携によ

る試行の段階を経て、意匠一桃造 設備の統

合設計を目的としたプロジェクトへの実践を

開始している。

. BIMプロジ、工ク卜事例

以下に、 BI Mプロジェクト事例を紹介す

る。

... 約20，000111の庁舎であ

事例 l  |  る。本格的にBIMによる

設 計 ( 実施設計まで) を行った。基本設計か

ら実施設計へのシームレスな設計を実践する

と同時に、施工段階での活用試行を行ってい

る。(図15) 3次元でのプレゼンテーシ ョンなど、

情報及び認識共有に大きな役割を果たした。

全意匠図中、約50%の基本図( 一般図) と

仕上表、建具表、展開図、天井伏図、申請図

などとの連携を確立し( 図12) 、BI Mによる

設計手法を{ 確立したプロ ジェクトでもある。

加 えて、 F Mフェーズへの展開へも 一定の道

筋を見出している。 (図 7)

建築関連については3 Dにてユーザ説明

ｾ＠
確実な回答を得て[ 変更指示J へ

図15 BI Mプロ シーェクト 事例 1

事例 2 I  

約10，000ni の庁舎であ

る 。 意匠 Ｍ ｾ ［ ｉＢ ｩ 進一設 備 の

連携による 「統合設計j を実践している。 (図

16)  

特に、これまで諜題であ った桝造及び設備

のBIM化 (3D化) とその連携を確立し、 加

えて設備干渉チェ ックによる高い精度と整合

性を引制呆している 。

また、環境シミ ュレーシ ョン( 自然採光、

満熱環境、自然通風・ 換気) を効果的に行い、

発注者側の速やかなテe ィシ ジョ ンを導き ，':Hし

ている 。

V 意匠構造設備における B I Mデータ連携

.，. B  I  Mにおける環境シミュレーシヨ ン(自然採光)

人の視覚評価

ｂｾＮ 園園
照度評価 輝度評価 照度評価 輝度評価

3 階廊下夏至 10時 3 階廊下冬至 10時

"' B  1Mにおける環境シミユレ シヨ ン(渇熱)

抽園圃圃

外部望者負荷( ベース)

図16 BI Mプロジェク卜 事例2
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BI Mに よ る 改 修 の 事

例である 。現況ー撤去ー改

修 ・新設 ・復旧をデータ上で時系列的に整理

することが可能で、あり、 3 次元から時間車1" を

加えた 4 次元設計を可能にした。 (図17)

時系列による干渉チェ ックや仮設計画な

ど、本工事周辺の有益な情報をつかむことが

可能にな った。

既存 胤去 改 修 新 世 復 旧

現況。撤去C : > 改修・新設・復旧の時系列的整理

→ 3 Dから 4 Dへ

時系列における干渉チェック

図17 BI Mフ. ロジ‘ェ ク卜 事例3

圃BIMとIPD

事伊u4  I  

B IM に よ る 景 観 シ ミ

ュレーションの事例であ

る。街全体を B IM化することによ って、適

切な建物ボリ ューム評価やデザイン評価が可

能になる。 (図18) 同時に邸境シミュレーシ

ョンとの連携により、定性的かつ定量的関境

評価が可能になっている。

... B I Mにおける環境シミュレーシヨン( 風環境)

A ピル風シミュレーション

図 18 BI Mによる景観シミ ュレー ショ ン (ボリ ュー

ムの適切性検討) 事例4

B I M+ B IM= I P D 

ツールを多憾な事業プロセスに適用し、最適なソリユーシヨンを提供する

図19 I PDを基鍍とする BI Mの概念

. I P Dを基盤とする BI M

BI Mを多様な事業プロセスに適用し、最

適なソリューションを提供する 。 これを IP D

として捉えている。 (図19)

B IMの持つ情報量と質は、その蓄積手法

によって活きた情報として大きなポテンシャ

ルを持つことになる 。加 えて、様々なk，mft品・

人との有益な述携によ って、多様なビジネス

22 

ソリューションマネジメントを可能にする 。

つまり、 B IMの持つ情報の整理 ・展開と

同H寺に、 1fr たなビジネスマネ ジメン トシステ

ムの構築により、ダイパーシティマネジメン

トなどあらゆる多様性に柔軟に最適なソリュ

ーションを導く組織と能力の構築をめざして

p る。 ( むらまっ こうじ)



BI Mによる設計

側ビム・アーキテクツ

代表取締役

山 際 束

置を決めていた。環境解析からアプローチす

・BIM設計の可能性 ることで、最適だと思っていたエントランス

BI Mによる設計には、多くの可能性があ 位置が適切でない場合もあり、平面計画だけ

る。 では、わからない ｊ ｊ［ ｩ ｪＺ ｪｾ 情報を 検討し、提案が

BI Mは、概念であり、機能やツールその できる 。100万円以上の質問が必要だ った環

ものを指す訳ではない。BI Mツールを導入 境wro析 を、社内で初期段階から気 '1韮にできる

したからと 言 って、 BI Mによる設計ができ ようになった乙とは大きい。環境設言|を通常

るとは言えない。BI Mツールでは、仮想起! の設計フローに取り込み、 BIMによる設計

築モデルが作成できるため、図面とパースを では ｊｾ 境解析は、牒準的な仕様としている 。

同H寺に作成できる 。従来の2DCADソフトと BIMによる図面やパースだけでは知|ること

C Gパースソフト、モデリングソフトを駆使 のできなかった計画情報をリアルタイムに確

しなくとも、建築を可視化することができる 認し検討することは、設計品質の向上にもつ

(図 1) 。 しかし、これだけでは、 BI Mを20 ながる。設計の考え方をわかりやすく説明で

% 程度しか活用できていない。BI Mではな き、多くの情報から設言|検討できることは、

く、 BMで、終わってしまう 。 設計者の創造力を大きく膨らませる、組織規

図 1 BI Mモデルからのパース

従来の設計では、図面を説明するために、

模や実級などの信頼に変わり、アイデアや技

術の提案により設計者を選定できるような環

境を桝築したいと考えている。

BI Mは、大組織だけに恩恵のある概念や

技術ではなく、小さな組織にこそ高い可能性

を秘めている。設計者の能力を生かし、ノウ

ノ、ゥを人的資源に頼らず継承していくことが

でき、新しい設計事務所の運用が可能になる

だろう 。

パースや模型を使 っていた。BI Mで建築を ・BIMとデザイン

可視化し設計情報を3Dで昨認し、プレゼン BIMは、デザインを制限することはなく、

することのメリットは大きいが、もっと大き

な可能性がある。BI Mツールを使 って設計ー

するととで、今まで以上に多くの計画情報を

検討し、小JJ i 叫奨事務所でも、早く正確な提案

ができる 。空間情報から面献や体柏の情報を

1111i :Hし活用するととで、高さ や面積などの集

団規定に対応した検討を行うことができる 。

立体的に表現し、わかり やすく説明できるこ

とは、クライアントだけでなく、社内でも設

言|情報を共有でき、指示や伝達が円滑に行わ

れる 。また、 1=1:上げや材料などの仕様情報と

家具、 什器など、の備品情報を集計することで、

概算や積算へ活用することができる 。

環境計画についても、 wro析用に3Dモデル

を作り直す必要がなく、 BIMモデルから、 1日t

熱環境、光環境、風環境などの環境解析をシ

ームレスに行える。今までは、計画敷地と周

辺環境を、平面図を中心にソ、、ーニングや動線

計画の検討を行い、配置やエントランスの位

今まで、以上の表現や演 ｉｾｉｾｉ がで、きる 。 最初は、

BI Mツールに建築部材などの部品類が整備

されていないため、設計作業が思った速さで

は設言|できないが、 BI Mの使い方がわか っ

てくると効率的に作業ができる 。図面から設

計している考え方を空間設計へと発想を切り

替えることで、 BI Mによる設計は、飛躍的

に進化する 。

マスによる設計は、その代表的な設言 |手法

で あ る ( 図 2) 。今までの作業に置き換える

と単線プランによるボ リューム言十画と同じ程

度の計画内容と作業であるが、今まで以上の

表現と活用ができる 。マスによる設計では、

最初に、想定される階数と階高を設定する 。

そこに3Dのマス (3D空間モデル) を作成し、

マスと階高が交差する位置に床を発生させ

る。その床を集計しボリューム検討ができる 。

この場合は、マス形状を変更すれば、リアル

タイムに而柏に反映 される 。また、 |並|線や斜

建築と社会 ・201 1. 2 23 



めの形状でも面積を算定できるため、各階が

ボリ ューム検討ができる 。異なる形状でも、

海外では多く見られる 「オーガニ ックデザイ

ンJ も、計画することができる。模型やCG

を駆使することなく、自由な発想で、空間を

デザインし、事業性に関わる面積についても、

同時に検討することができる。

マスを建物全体のアウトフレームモデルと

して作成し、高さや配棟計画を行い、そのな

かにゾーニングのためのマスを作成すること

で、専有や共用などの用途ごとの集計を行う

こともできる。規模が大きい建物や形状 ・用

途が綾 ｾ｜ｦｦ ，なものほど、作業効 率 がよい 。 大庖

法や商業施設の計画では、駐車場台数と面積

2  倒防 ｾ￰ｾＢＢｾ ゅ Ｂ

コ - - 芋= ヰ二二二二二
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調整、商業用途の集計ーなどに労力を使ってい

マスによる設計図 2

リアルタイムに集計し、形状や面積の

計画規模にかかわらず計画立案を短時間で正

たが、

調整ができる 。設言1・能力が高ければ一人でも、

O

O

N

¥

↑

 

剛 ii 醐 剛 蜘

話時話E富制綱

参考図

確に行うことができる 。また、マスモデルか

ら日 ｽｦ 診や原 ｾｊ ｊ 詩境の ＱＹ Ｑ Ｈ，析ができるので 、 初期設

計で確定度の高い配棟 ・配置計画を行うこと

ができる。面積設計から空間設計ヘ発想を切

り替えるととで、設計者の頭のなかにも設計

情報を立体的に構築することができる。打ち

合わせI時にも、様々な質疑応答に対応ができ

る。

デザインをするためにより多くの情報を取
①

 

2

2

 

り入れ、情報を整狸選別することが容易にで

デザインのためのプロフェ ッきる BIMは、
可事

古車話111甲f細

似 訓 「 醐Z 一一ーー一-OCIOl L -一一ー 醐

@ ① @ @  

@ 0  

Y-Yf則立面図

@ @  

ショナルツールと 言える 。

. BIMによる基本設計と実施設計

BI Mによる設計で、ハンドリングしやす

効率よくモデルを作成し、修正変更にも対応

が可能だ。

基本図では、面積、高さなどの集団規定と

らいの基本図に必要な情報であれば短期間で

いのは、基本設計までである 。s= 11100ぐ

一

書

写
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宮

一

章
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1

ヂ

BI Mによる基本図

m a困

問 2 m 皿 1醐
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1/300 

図 3

醐

・m

ゾーニング、動線言1・画、外観デザインに|到す

る設計情報を椛築する( 図 3 ) 。平面図、 立

面図、断面図は常に整合性を確保で、き、アイ

一

章

一

軍

一

-

S

弐

レベルや鳥|敗パースで確認し、 73; 匠的な不具
度

合を早期に確認し、修正することができる。

従来と 比べ、感党的には30%程度の労力で設

醐

-ＮＮＡＡｾーＢＮ一 回
説駒

踊 ' " 醐 前

一 一間 醐 岬

掛

ー
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醐

クライアントの意思決定も、

2Dより 3Dで検討した内容の方が早く、変更

計ができる 。

@  

BI Mによる住戸ユニット図図 4

@  
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も少ない。

実純設計では、ディテールや仕上げに必要

な情報を付加していくために、情報it:; が多く

なる。笑胞設言|に必要な情報は、積算( コス

ト) に必要な情報が多くなり、規模や精度に

よって、入力H寺聞が多く必要となる。しかし、

従来の業務に比べれば、整合性を確保しなが

ら情報が構築で、きるため、修正変更にも柔軟

に対応ができる。図面チェック箇所も減り、

効率的に管理が行える。現場で問題になるよ

うな立体的な取り合いや納まり箇所を見つ

け、早期に検討ができる( 図 4 ) 0 BI Mモデ

ルから算定する数量をコントロールすること

で、 *i 'l 算事務所がいなくても、数量を把握し、

設計情報とコストを並行的に検討することが

できる。ディテール単位ではなく、プロジェ

ク ト単位で、コストバランスを把握する乙と

で、設討をマネージメン卜する乙とができる。

デザインとコストという、反比例していたも

のを比例関係にできるのも、 BI Mだからこ

そできることだと言 える 。

実施設計では、すべてを3Dで訂JI くのでは

なく、必要に応じて2Dも併用して図面を表

現してL 、く 。矩計区|は、実|僚の断面図という

訳ではなく、建物の納まりを仕線化 した図面

であり 、他の図面とリアルタイムに変更する

必要は少ない。そのために、追記書き込み' 情

報が多く、 2D要素の利用が多く、 2Dの方が

表現しやすく、作図効率がよ L 、。展開図は金

物や仕上げを確認することが多いが、整合性

が取れていないことが多く、従来では優先順

位の低い図面であ った。 しかし、 Bl iVJでは

整合性が確保されているため、仕上げ情報だ

けでなく、下地までを表現した「展開断面図J

U 寸 利用に換え始めている。整合性が取れ

ている展開図から読み取れる情報はかなり多

くなり、優先度の高い図面となる。 また、納

まりや取り合いを3DでU自立することができ、

特に設備と桝造の取り合いについては、多く

の問題点を早期に確認できる。

現場では天井や床、壁を仕上げてしまうと

見えないものも、 BI Mモデルでは可視化 で

きるため、干渉チェックだけでなく、設計変

更にも対応ができる。設計変更への対応が、

小規模事務所で、はマンパワーに限界があった

が、 BI Mで組織事務所と同等以上の対応が

可能にな った。

実施設計をBI Mで進めるには、 BI Mツー

ルを扱う技術よりも、 今まで、以上に設計能力

が必要となる 。 さらに3Dで見せることが、

業務でも特別なことではなくなり、設計内容

の表現力やプレゼンテーション能力が求めら

れる 。BI Mによ って設計者は、図面を拍く

ことではなく、多くのn寺聞を設計に使うこと

ができるようになるため、 BI Mとともに、設

計者も提案型の設計へと変わらなければいけ

ない。

. BI Mモデルを中，j) とした

ブロジ、工ク卜管理

従来のプロ ジェク トでは、意匠設計者が中

心となり、クライアントからの要望や梢造、

設備、ゼネコンなど、の調整を行っていた。ま

た、人を介した情報伝達では、正確に伝達で

きないという課題があった。BI Mでは、 Bl iVI

モデルを中心として、クライアント、設計者、

協力事務所、ゼネコンなどが情報共有する関

係にある。必要な情!wをBI i V I モデルから直

f妥協認することができる 。社内でも最新の設

計情報を担当者に聞く必要がなく、直接BI M

モデルの図面情報や3Dモデルで確認するこ

とができる。人が伝達する内容と BI Mモデ

ルから確認することを分けられるため、責任

区分も明確になり、修正変更の指示も出しや

すい。

情報管母体制 も自然と変わり始め、図面と

人による情報伝達が減ると、打ち合わせが減

り、紙として残す情報がなくなる。メールで

ログを残しサーバーヘデータを整理し保管す

ることで、自然とぺーパレス化 される。

BI iVI は、まだまだ発展途上でもあり、日

本のBI Mも、かたちが出来始めたところで

ある。設計事務所としては、 BI Mを活用し

設計料を 5 %から 15%に広げたいと考えて

L 、る。そのために、設計段階での業務範囲を

拡大し、計画という責任の範囲で、シミ ュレ

ーションや設計粘度を上げる提案を行う 。ま

た、環境性能や運用、維持管理に西町並: した設

計を行うことで、建穀物のライフサイクル全

体に関わる計画提案を行う必要がある 。BI M

には、設言|者として多くの期待と可能性を感

じている 。 ( やまぎわ あずま)
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方法のJ52! 準化を推進する必要がある 。そこで、

BCS会員各社と専門工事会社との連絡を取

り、関連諸団体とともに業界標準化を推進し、

段階で、のBI M活用のメリッ トの増大を施のI T推進部会は

区|る」

この目的を達成するために、 BCS として

BI Mに取り組む範囲と 内容 - 方針の検討を

開始した。平成22年 5 月キックオフ 11寺に主査. I T推進部会

として提供した問題提起は、. I T企画専門部会

建築生産プロセスのどの範囲を検討対象

とするのか( 図 1 )  ?  

(2) 何を考えていくのか?

①BIMデータ連携・交換 (BI Mソフト間/

I FC?  / 属性の{確認方法)

②BI Mデータ流通( 契約- 著作権・責任範

囲 ・データの中身の確認方法 ・承認方法・長l

• BI M専門部会( 平成22年度新設)

BI M専門部会は、平成22年 4 )=1に新設さ

れ、 I T推進部会メン) ¥ーのほか、施工部会、

設計部会から各 2名の参加を得て、 17名で活

. BCS.  BIM専門部会

社団法人建築業協会 (Builcling Contractors 

Society、以下BCS と略す)

平成 7 年 8 月に設置され、 BCS会員各社か

ら40数名が、以下の 5 つの専門部会で活動を

行っている。

)

 

唱

'

A
(

 

- フィールド情報専門部会

- 工事情報活用専門部会

・情報基盤 ・セ キュリティ専門部会

社作成 3 D部品の他社で、の転用利用)

① 3 D部品標準化

④BI Mプロジェクトの情報共有

⑤電子納品 (BI M竣工データ ・F Mでの活用)

動を行っている。また、設備の祝点から BI M

を検討している BCS設備部会 ・設備情報化

専門部会と連携 ・情報交換を行っている。

施工サイドカも見た

BI Mの可能性 (3)  BI MI英|連諸国体とどう連J持するのか?

スケジュー j レはどうか?(4)  

- 日本に適した

BIMのあるべき姿を求めて

- - BCS. BI M専門部会の活動~

(5) 他産業で、はど、うなのか( 住宅産業、自動

?  
車産業)

山専門高1)会の活動目的は、以下のとおりで

ある 。

iBI Mは建築生産の生産性を大きく向上す で、あった。

制建築業協会I T推進部会

BI M専 門部会主査

(紛大林組建築本部BI M扱進室

以上を踏まえ半年間の検討の結果、る技術として期待されているが、企画 ・設計

- 音1I品標準化WG

・生産フ。ロセス情報WG

段階の川 t から 川下の施工段階まで一貫して

BI Mデータを活用することにより最大の効

福士正洋

の 2 つのWGを11月に設置し、活動を開始す果が山る。また、特定のゼネコンと専門工事

ることとなった。し

また、各WG活動と並行して、 BI M専門部ゼネ

心、全体として、 「施工段階のBI Mのあるべきコン ・専門工事会社. BI Mソフトベンダー

姿」を検討するため、 BI M活用状況実態調査

( ゼネコン、発注者、設計者、専門工事会主1:を

対象としたアンケー 卜) の準備を進めている。

- 部品標準化WGの活動

(  1  ) メーカーによる部品モデルの提供

BI Mツールで設計される建物モデルは

柱 ・梁 ・j未・壁などの音1)位に区分され、そこ

にドア ・サッシ ・シャッ ターなど、の部品モテ、

(図 2 ) 。利ルが取り 付けられて椛成される

用者が使用し たい者1I1日モデルがBI Mツール

にあらかじめ備わっていれば、建物モデルの

が連脱して、施工段階のBI Mの仕様と 利用

会社間のみの共通化で、は効率的で、はない。

たが って、 BI Mを有効活用するには、

，ーー一一

「ー一一

L  _  _  ｟ ｾ Ｇ］＠

ｾ＠ i弘

I  I  

I  1  

"  

ｾ＠

E ヨ

工事監理巨ｾ
品質とf ! i lj 作の生産' 性は著しく向上する 。その

ため利用者は、過去に作成した建物モデルを

建築生産プロセスの検討対象範囲案
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部品に展開した“ 部品集" を苔1) '1するなどの

工夫を凝らしてきた。

近年、 BI Mの普及と 実践に伴 って、部品

メーカーが自干上製品の音|九日モデルを、設言十

者・施工者に提供する動きが現れ始めた。音li

品モテ‘ルは、寸法などの属性値に応じて 3次

元形状等が自動的に調整されるため、建物モ

テソレ作成の生産性が向上する 。一方、メーカ

ーにと っては、製品の採用機会を高めると同

時に、利用者が部品モデルに設定した属性値

を部品の製造段階にフィード、パ ックする機会

が生まれる。メーカーによる部品モデルの提，

供には、利用者とメーカーの双方のメリ ッ卜

が期待されている 。

- ドア01の属性

名称 ISD01 

分類 | 銅製ドア

形式 |片開き

が現場施工を対象として作成する図而を「施

工図」と 11干ぶ。施工段階でBIMを効果的に

利用するには、施工図をBI Mで実現するこ

とが重要で、ある 。施工段階では設計段階以上

に建物モデルの詳細化が求められるため、部

品点数もデータのサイズも増加する。 したが

って、メーカーによる部品モテソレの提供が大

いに期待される 。

部品標準化W Gで、は、業界を挙げて施工図

ｂ ｉ ｍ を実現するべく、音 ｬ ￭ｬＡｩｩｾ Ｑ メーカーの業界団

{ 本及びソフトウェアベンダーにオフ守ザ- / ' I ー

参加をお願いしている。現在、部品モデルの

設計と作成方法の現状調査を行っており、今

後は具体的な音1I材についてフィージピリティ

ースタディーを行う予定である。

- 生産プロセス情報WGの活動

当W Gでは、建築生産におけるプロセス情

報をBI M上にて管理する手法の検討を行 っ

高さ 11900nm 1  ている 。

850nm 

40nm 

64. 6kg 

塗装面積 13 .8 4ば

シ ル 長 17200nm

図 2 部品モデルの概念

( 2 ) 部品モデル普及の課題

一方、部品モデルの普及には次のような謀

題がある。

①利用者が部品モデルに求める属性値と機能

- プロセス情報とは

ここでは、建築生産の場において建物を完

成させるために必要な図面、書類とい った情

報れを、大きく 2つに分類している。

まず l つめに「何を作るかJ に該当するも

のをプロダク ト情報と定義している。これに

は設計図や施工図、仕様主? といったものが該

当する 。

一方、それ以外の「どう作るか」 と表現で

が明確でない。部品メーカーは、 利用者との きる情114tをプロセス情報と定義した。これに

打ち合わせと改普ーを繰り返して部品モテソレを

作成している 。

②部品モデルの作成方法が、 BIiVI ツールに

よって異なっている。利用者の要望に応える

ためには、部品メーカーは複数のツール用に

部品モテ矛ルを用意しなけれlぎならない。

①部品モデルの作成に、部品メーカーが製造

段階で利用している 3 次元CADのデータを

再利用できない。

これら課題の解決には、部品モデルの設計

と作成方法に関して、何らかのガイドライン

が必要で、それにはBI Mツールの利用者 ・

部品メーカー ・ソフトウェアベンダ一等の協

力が不可欠である 。

は施工計画書や工程表、品質管理記録などが

該当する。

・既往の研究と当W Gの目的

建物モデj レに形状以外の情報を載せる試み

は、以前より存在している。3D建物モデル

に時間中111の情報を持たせたものを4Dモデル

とし、施工シミュレーシ ョン等に活用する事

例や、さらに各モデ〕レ部品にコスト t情報を持

たせることで5Dモデルとした例が存在して

いる 。また、建物部品に躯体や仕上げ材料の

情報を持たせることで、全自動積算を実現す

る手法も提案されている 。

当W Gの活動目棋は、それらの延長線上に

位置するものであり、建築生産の業務遂行に

しようとするものである。これにより、建物部

位やドキュメン 卜そのものが相互に繋がりを持

った仮想! 的な本側| を実現することができる 。

これにより、例えば建物モデル内の柱 l つ

を指定することにより、それに関わる設計変

更届 Ｉ 及、工程表、施工計画書、 Ｑ Ａｦｩ ｾ Ｑ Ｑ ｾ ｴ 管理記録

が参! :! 賀できることとなる。

・個別の分野における取り組み (工程計画)

W Gとしてはプロセス情報全体を対象とし

ているが、工程'1古報については、当専門部会

の前身である建築情報標準化専門部会からヲ |

き続き活動を行っている 。

これはデータモデルI FCを利用して工程情

報を交換することを目指すものであり、成果

物として昨年度BCSより「工程データ交換

ガイドライン」が発行されている。

短期的には、工程計画ソフト同士のデータ

交換を実現することにより書類作成の手聞を

削減し現場の生産性向上を実現することを目

的としているが、長期的には上述のデータベ

ースへの絡納を目指すものである。

. 今後の活動

とかく 3Dに目が向きがちなBI Mではある

が、本質は建物モデルを中心としたプロジェ

クト情報データベースである 。当W Gでは、

今後も BI Mを車111としたプロセス情報の管理

手法についての検討を行い、変革された業務

スタイル像の提案や生産性向上のための提言

を行 ってL 、く予定である。

- 施工サイドかう見たBIMの可能性

建設業界全体で、建築生産フ。ロセスのフロン

トローディングが進展し、工事着工前に整合

性が附保された施工可能なBI Mモデルが完

成している状態( / ' I ーチャル ・コンストラク

ションが実現している) が実現するなら、施

工サイドから見た生産4性向上によるメリ ッ ト

は非常に大きい。 しかし、このようなBIM

への則待と現実の議離はまだまだ大きく、乗

り越えなければならない障壁が数多く存在し

ている。個人的な見解ではあるが、日本に適

したBIMの姿とは、良い意味でのガラパゴ

ス化とグロ- / ' I ) レスタンダードの/ ' I ランスの

上に成り立っていくのではないかと考えてい

(3 )  BIMによる施工図の実現に向けて 必要となるプロセス情報を、 一元的にBI Mを る。 (ふくし まさひろ)

設計図書を基に、元詰施工者( ゼネコン) ｪ ｾ ｬｨ としたプロジェクト情報データベースに格納
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設計・施工における

BI M 

大成建設側設計本部

テクニカルデザイン1伴

テクニカルデザインクソレープ

シニア ・アーキテクト

友景寿志
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- 設計施工の一元化

一般的に建築をつくる上では、設計、施}

というそれぞれの役割があるが、大成建設は

設計施工- ll で、設計木行1I及び建築本部がそ

れぞれの役割を詰け負う剣W占である。そこに

BI Mが登場し、設計施工の両部r"] において設

計情報を述枕して一元化利用することで、従

来の設計施工に変化が生じてきている。

設計施工- 11といっても、それぞれに設計

責任 ・施工武任はある訳で、それぞれの役割

で責任を全うしなければならないが、設計図

古がまとまり、施工図告1I1“lに設計情報を受け

波すその前後で、設計部1"] でまとめた設計情

報を、 BI Mで施工図部門に引 き継いで、、そ

の後も BI Mの熟成度を lq め、また必要に応

じて可変させて運用してL、く 。これが、当社

が進めている設計施工システムである。

BI Mというツールを使うことで、組織横

断的 な視点で設計情報を幣正 Ｑ Ｑｬ し、 ｪ Ａｬｾ 駄を省き、

不透明さを取り払い、円十l't なデータ受け渡し

のシステムを桝築した。

- 使える設計情報とは?

これまでの 2 次元のl京|而データでは、発注

者が細部まで理解 ・了解しているのか? 梢

造 ・設備との矛盾や不控合は生じていない

か ? といった事項が限定されずに、設計者

の想いや意図が先行し、 |鹿|沫なままで進んで、

いたのではないだろうか。その結果、何度も

設計変更が繰り返されることにつながってい

た、という反省点に立つと、こうした事項を、

BI Mが有しているコミュニケーション 191(，決

ツールとしての特性を最大限に利用し、確定

した設計z 情報とすることが!l l 要である 。設計

者は、 BI Mのコミュニケーション部分を最

大限に利用し、情報確定に努める。

当社では、 打ち合わせにBIMを持ち込み、

可視化することで、ビジュアルに容易に理解

されうるぷー呪を用い、その場でいくつかの代

替案を指示しながら、設計内容を1i' (IT定してい

く。 また、空間認識の検証には当社の技術セ

ンターにある立体視VRを利用し、 / ｾ Ｇ ーチャ

ル空間を 111 スケールで体感してもらい、

発注者の陥認を取っている 。

次は、図面rllJ の不整合低減である。BI M

が中心になりつつも、当面は設計情報を正し

く伝えるために図面が主流になるが、その図

而情報に過不足、不整合があると、情報の信

順度が必ちる。BI Mを使 えば図面聞の不控

合は少なくなるので、ここでも BIMの特性

を生かし、 {使史える設言計計|十，↑情|

こうして作j成£した、確定度が高く不抱令の

少ない設立 Ｑ ・ Ｑ ，， ｾＮ Ｑ 織が「使える情報 」 となる 。

13次元形状よりも属世情報

BI Mと需えば、すぐに 13 次元モデルJ と

なるが、本当に重要なのはモデルではなく I{J!，

性情報であると考える。 |止の中にはBI Mを

使って設計したと 言いながら、簡易な 3次元

モデラーとしてだけでしか使っていないもの

もあるが、それはかなり初期段階のBI M利

用である。また、実施設計が進んできて、立

匠. ｾ咋 造・設似 ｪ をそれぞれ Ｓ 次元モデルにし

て干渉チェ ックを行うことも重要ではある

が、初 Ｉｾ ｉ 刷新の設計条件整理Ａに ｂｉｍ を利 ｉｔｉ

し、種々のシミュレーションを重ね、設計的

報をMf 定させていくことも、フロントローデ

イングとして重要なポイントである。

当社では、各部屋の持つ属性に、意|烹の仕

上げd附幸hi だけでなく、 桝造や設備要件 も人力

整理し、設計部門間で情報を共有し、設員|が

進んでいく上で・起こってくる不整合を未然に

|妨ぐことも行っている。

- 図面よりもモデル

BI Mで作成する図面は、 一般図の範囲ま

でとして運用 している。 それは、 BI Mソフ

トの習熟度やP Cの性能といった迎由もある

が、設計閃 1l? をまとめる上で、設計情報のプ

ライオリティーをどこに置くかによ ってい



る。当社では、新たに「壁種別匡リを規定し

運用している 。乙の「壁種別図」は、壁の柿

造材、壁心の11[1え寸法、佳具情報等の総合的

な設計基本情報を多元的にまとめたものである。

さらに、その基本図に詳細情報及び施工情報 とにつながってしぺ 。

を加えて施工図を作成させて L ベ 。

現状の施工図作成は 2 次元C A Dを利用し ・建物管理FM

ているが、設計部門からのBI Mの属性情報 建物は、完成してからの |時間の方が長く、

をすべてそのまま活用できるよう、自社で、

建築エレメント単位で縮I集可能な C A Dを開

発し作図している 。こうすることで、設計部

門でのBI Mの属性情報が確実に施工側に反

映されて L、く 。将来的には、設計情報として

のBI Mデータをそのまま施工部門で、活用す

る乙とが可能になりつつある 。

設計情報としてのBI Mは、イメージの共

有はもちろん、施工計画にも利用されている。

年月がたつと人間と 一緒で、いろいろ検査や

修繕が必要になる。目で見えている部分は確

認ができるが、問題は隠蔽部分であり、実際

のところは天井をめくらないとわからないと

いうことが多かった。これは、図面の不備と

言えなく もないが、特に設備については、施

工現場で創立工夫をして建物を納めていたた

め、竣工図への反映が困難である場合や、逆

に現実を表現するとシステム図としての役割

さらにこの「壁種別区IJ は、アウトフ。ット 施工用の諸要素を BI Mに加え、 山留、土量 が不十分になるなどの障害が多々あった。

ではなく、 BIMのデータそのものが優先さ

れることとしているので、属性情報も正fi 在に

入力する 。つまり、「壁極別|豆U においては、

形状データよりも属性データが重要になる。

問機に、 他の図面もこれまでの役割を終えて、

内容臨認用になり、 BIMが設計情報そのも

のになる将来が見え始めている。

- 施工が欲しい情報は?

設計情報を、施工剖i門での作業プロセスに

! 照合しながら、「デザイン情報」と「品質情報J

に大きく分けて考えると、まず必要とされる

のは壁種別図等でまとめられる「品質情報j

である。Y正工部門は、確定された 「品質情報j

を可能な限り早期に入手し、施工上の検討に

着手 して ｌ ぺ 。 「 品質情報 」は、設計部 ｉ ＢＧｾ と

施工部門の双方で、実際の工事に合わせて設

計情報を成熟させていくことができる 。当社

の設計施工システムでは、この設言「の基本' 情

報を早く有( I i 実に施工に渡す乙とを重要なポイ

ントのーっとしている 。設計がBI Mで:'Wi 築

した基本の品質情報( 部屋、 仕上げ、壁種、

建具など) は、そのまま施工部門がBI Mと

して取り込んで¥施工図の基本図として p く。

"  .. 

の算出や、デジタルモックアップ、 1HUf註管理

支援、また時間11
1
111を加えて出来高管理に利用

することも可能とな っている 。

ビジュアルであることは、理解が容易で、あ

り、工事の安全確保にも非常に有効で、ある。

実|祭に、工事関係者にBIMを見てもらい、事

前に危険簡所を陥認することも行っている。

- 公開される数量

積算は、数量拾いと値入の二つの業務から

なる 。値入は会社そのものの営業方針に基づ

いているが、数fi:- 拾いは、前提が同じであれ

ば本来就がやっても同じ結果が得られるはず

である。つまり、 BIMが普及することは、発

注者、設計者、施工者の三者が同じ数iil を認

識することにつながって L 、く 。であれば、数

量拾いに費やす人件1!i: は圧縮されていくであ

ろう 。そこでBI Mで、ある。

当社では現在、数量を BI Mから算出すべ

くシステム及びルールを椛築中である 。正し

いモデルであれば、 BIMから得た数量の方

が正確で、算 ｴ ｬ ｾ ， も速いということになるかも

しれない。 もちろんそのためには正しいモデ

ルを作成することが必要であり、これまでの

設計図書の範日では対応しきれず、設計図書

の概念そのものを変える必要性についても議

論していかなければならないのではないか。

とは言え、正確な数量が出れば、そこに施

工的な考慮、を加え、適正な建設費を算出する

ことが可能となる。従来の積算に比べて、見

えない部分のリスクも減り、何よりも発注者

に対し、適正な判断を仰 ぐ材料を提{ 共するこ

BI Mを使えば、 3 次元モデルとして現実

と同じものが再現可能で、かつ、おのおのの

設備要素が属性情報を有しているので、将来

のメンテナンス言十画を容易に作成することが

可能となる。建物管理用としても BIMを利

用すると、隠( 蔽部のことだけではなく、修繕

計画やコス ト管理に利用することができる 。

当社では、まずは従来の 2 次元のF Mシステ

ムと BI Mをリンクさせた。今後は、 2 次元

と3 次元の特性を考慮しながら、 F Mの目的

に適合したモデル構築を試行していく予定で

ある 。

- よりよい建築のために

今後さらな るサスティナブルなデザインが

必要になるのは明らかである。よりよい建築

デザインのためには、設計段階で数々のシミ

ュレーションや施工技術も考慮した、竣工後

も見据えた検討がますます必要となるだろう 。

BIMを利用することで、フロン 卜ローデ

ィングだけでなく、設計と施工がより 一体化

された流れに変わっていき、そこから新たな

建築が生まれる可能性も十分にあるだろう 。

( ともかげひさし)
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BI MはBuilding Informat ion  Model i ngの略

称であり、 Building Smart と呼ばれることもあ

る。 2005年 に 米 国 建 築 家 協 会 (AIA) が

Annual  BIM Awardsを創設し、企画から基本、

実施、コスト管理、施工、施設維持管理に

至る建設プロジェク 卜のLCCを実現する優秀

なBI M利用プロジェクトを表彰し、普及に努

めており、現在も継続されている。

BI M入門

側 安 井 建 築 設 計事務 所

前 報 ・フ。レゼンテーション部長

中元三郎
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わ が 国 でBIMが 話 題 に な り 始 め た の は

2008年頃からであり、 2007年に米国連邦調

達局 ( GSA) が施設発注仕様占に3 DC ADテ.

ータで、の施設情報の納品を義務付けた! 時期と

重なる 。

臥州でも同級に固有施設の発注に BI M利

用を試行し、 2009年にはオスロの国立美術

館i ( ノールウエー) の国際コンぺにおいては

BI M利用を義務付けて実施した。

I BI Mの定義

義する 。設計者は発想するままに創られた 3

次元立体モデルによって建物を計画し設計を

進めていくため、建物をわざわざ 3面図( 平

田 ・立而 ・|析而) に分解して考える必要はな

い 。 設 ｾ￬ ｬ 者は図面を作るのではなく建物情報

モデルを創るのである。設計契約や施工に必

要な Ｒ 次元図面は、 下図 に示すようにｾ物的

報モデルから必要に応じて図面やリスト知が

出)J できるので、各図面聞での情報不整合( 食

L 、述L 、) が生じることもない。

国 土 交 通 省 が2010年 3 r 1 末に公表した ・建設ブロジ、工ク卜の情報共有

BI Mの定義は以下のとおりである。 BI Mは定義のとおり、建築ラ イフサイク

I BI MとはBui lcling Inf ormat ion  Mocl eling  ルのあらゆる工程で建物情報モデルを活川 し

の111各称であり、コンピュータ上に作成した 3 て、より有効な社会資産を椛築することがで

次元の形状データに加 え、室等の名称や仕上 きる。 しかし、従来の建設プロジェク卜にお

げ材料 ・部材の l士総 ・性能、コスト情報等、 いても '1官報伝達や' 情報共有が行われていなか

建物の属性情報を併せ持つｾ物 Ｇ ｉ ， Ｇｪ 報モデル った訳ではない。従来のプロジェクト情報共

Ｈ 以降、 ｂｉｍ モ デルというＩを ｾ ［ ｉ ＧｯＧｩ 築すること

です。設言|から施工、維持恰: 却に至るまでの

建築ライフサイクルのあらゆる工程でBI M

モデルを活 用 することは、ｾ築生産や維持管

理の効率化に繋がりますJ

12DCADと

オブ‘ジ、工ク卜指向型3DCADの違 い

われわれは住設するための情報として建築

設計図を引1く。紙の上に立体 ( 3 次元) を表

現することはできないので平而阿と立面図と

断面図などの 3而図によって也物の機能や形

状を設言|情報伝

達の子段として

JTlt 、て きた。2D

A Dは こ う し

た 3而図などを

コンピュータ処

坦11によ ってデー

タ化する製図の

道μ で、あった。

これとは異な

持つモデルを定

イTは|梨|込li する当事者111] で必要な '1肯報をその 行11

1立‘ 受け波ししたため、重複した情報伝述や、

}Jl l工されて変質 ・欠精した↑ 官報が利用される

ことも数多くあった。

こうした情報劣化や不整合、業務効率の改

i与を 11指 して、 3次元建物モデルを情報のrl'

核に世き、挫物の企画から、設計・般ｾＭ［ｃ・発

注 ・施工 ・施設維持管理を経てリニューアル

や撤去に至る一連の' i i ' f報を一元的に部制・竹;

主J! し↑ lY報共有・活用する手法を、 BI Mと総

称するのである。

. BI Mによる施設管理への期待

BI Mモデルは、制られる図形情報に峨々

なJiJ1.性的械が付加され、 データベース 化して

必要なフェーズで利活用できる 。 この区|形 ・

Ｉ［ｾｴ ｬＺ的搬はフ 。 ロジェク卜の必要フェーズだけ

で利川するのではなく、鎖のように述枕した

仙械として挫設プロジェク卜に関係するすべ

ての「ステークフォルダ-J が情報活Jl]を 1-1

的 として述脱する。

施工段階に付加される図形・属性的械をう

まく述初更新することにより、各I霊4附報が施

設維持竹山用へのインプットとなり、 C AF M

ソフト( コンピュータ支援による施設維持竹

山) と辿動することによって適切な施設迎川

竹山が行え、無駄な経費を節減できる 。

( なかもと さぶろう)
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なら・まちづくり

コンシェルジ‘ ユ

高安秀和

奈良県土木部まちづくり推進局

地域デザイン推進諜主任調霊員( 兼民間活動推進係長)

奈良県では魅力ある 地域の創出につなげる

ため、県民によるまちづくりを支援すること

を目的に、平1戎19年 7 月より「なら ・まち

づくりコンシェルジュ j を任命している 。

「なら まちづくりコンシェ j レジュJ は、

歴史的な街なみを有する 地域等に出向 き、主

体的にまちづくりに取り組む、または取り組

もうとしている県民 ・出品。戟等の情報収集を行

いながら、県民等へのまちづくり情報などの

提供、相談等を ｋｾ Ｇｴｩ 統的に行うことにより、県

民によるまちづくりを発掘・支援し、様々な

魅力ある地域の剣I': B'こ寄与している 。

l 経緯・構成

平成19年 5 月、知事の「まちづくり発掘

のため、うろうろする 人をつくれないか」 と

Lヴ発案に対し、検討。

「なら ・まちづくりコンシェルジュ設置要

綱( 平成19年 7 月25日施行)J により、奈良

県職員の中から知事が任命。

平成19年 7 月30日、土木部職員 4 名で発

足。平成21年 7 月 1 日、噌員。現在11名で

活動( 土木部 8名、くらし創造部 2名、健康

福祉部 1名) 。

l 特徴

その特徴は、県の音11局f i l Rの品¥I l 織としてでは

なく ＱＱ ｾ Ｑ 人が任命Ｈ兼職Ｉされており、人事異

動があ った場J合も解任されないで、継続的に

かかわ っているまちづくり活動等を、サポー

卜していることである。

奨励に|探しては、各所属長にコンシェルジ

ュ兼職への配慮を依頼しており、 NPOやま

ちづくり団体での会合等が開催される平日夜

間及び土日などの勤務H寺間外にも活動現場に

積極的に 出向いている 。 なお、 H寺問外勤務、

出張等及びその賀用は各所属が命令 ・支給す

ることとして L、る 。

事務局は土木部まちづくり推進局地域デザ

イン推進謀に置かれている。
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なら・まちつくりコンシェルジ、ユがお伺いし、情報収集・提供させていただいた主な地区

ならまちづく リコ ンシェ) 1. . - ジ‘ ュー 土色元まちついくリ活重カ組鋪t

地区を歩き、地域資源を収集 (再発見)

意見出し、キャ ッチフレース.決定 (ミ ニワークショップ等)

まちの資源の整理貼り付け

マップ構成等に関する意見交換 (随時) 等

まちづくりマップ作成( 写真 資源等の掲載)

ι ー」キ - <j  

地元まちづくり組織との協働によるまちづくりマッフ.づくり

l 活動内容

平成22年12月末で、歴史的な街なみを有

する 地区を中心に県内24J 山区の現場ヘ伺い、

まちづくり利ぽ占の活動状況、活動する上での

課題や悩みなどをヒアリングしている 。

また、歴史的なIIrJ家の活用方法などの相談

を 受 け、その解決策などのアド ｊｾ イスや国の

助成制度、 ftWF i 県の先進事例の紹介等の情報

提供を行 ったり、ワークシ ョッ プに参加 し、

助言するなどの活動を実施している 。

さらに平成21年度から 地元のまちづくり

活動及び地域資源の発掘等の推進とともに、

当該地区への来訪者の増加 を目的として、な

ら - まちづくりコンシェルジュと、 地元まち

づくり活動組織との協働による「まちづくり

マップ」や、マ ップを活用したまち歩きイベ

ン卜 等を実1iili している 。

l 今後の活動

平成22年度は、 奈 良市法華寺、 明日 香村

岡の 2地区で、マップ作成を予定。また平成21

年度マ ップ作成地区で、まち歩きを予定して

いる 。

詳しくは、以下の奈良県地j戎デザイン推進

謀ホーム ページをご覧ください。

ht t p:/ / www噌 pr ef . nara. j p/  dd_ aspx_ menu icl 

-5451. ht m (たかやすひでかず)
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堺太陽光発電所の建設

堺第 7- 3区太陽光発電所完成予想図

知包f本IIIリ: 堺市及び関西電力( 株)

所 在 地 : 大阪府j芥市西区築港新町 4 丁

面 積 : 約20ha

発電出力: 1万k W

竣 工: 平成23年10月( 予定)

図 1

谷内信久

関西電力側堺第 7- 3区太陽光発電所工事所長

l メガソーラーの役割

堺太陽光発電所は日射量と発電量の関係を

把握するとともに、出力の変動が系統に及ぼ

す影響を調査し、この対策を検討するうえで

重要な役割を担っている。

また、変動の激しい太陽光発電を平滑化す

る手段として蓄電池を活用する方法がある

が、関西電力では、堺太陽光発電所が連系す

る変電所にニッケル水素電池を設置し、蓄電

池を用いた需給制御や荏i宿池の寿命、必要容

hl 等についての研究を行う予定である。

l 電力業界の取り組み

日照の変化に応じて出力が瞬時に変動する

太陽光発電も、広域的視点で、見た ｪｾ 冷にはど

うか。例えば大阪は雨で出力が小さいが、京

都はH背れで出力が大きく、全体としてはほど

ほどの出力が出ている場合がある。これを平

滑化効果と呼んで、いる。電力業界は、全国

320カ所に日射計と気温計を配置し( 図 5) 、

ｈ 寺刻同期ｾＨｬ秒単位Ｉをとりなが ら言 ｬ Ｍ￬ｗ ｉ (こ

のうち 111カ所では太陽光発電出力も言|狽11)

することにしているが、とれにより太陽光発

電の変動量と広域的な平滑化効果を分析する

ことで、電力系統に与える影響を全国規模で

評価し、対策検討の資料とする予定である。

(日寺)

夏期 (需要ピーク) の電源運用例

l 太陽光発電の問題点

図 2 のように、電力会社はH寺々刻々と変化

する電気の消費量を予1WJ し、火力発電や揚水

発電なと、運11¥えする発電機と 11寺聞を決定。需要

と供給を|孫H寺に一致させる乙とで、電気を安

定的にお届けしている。

一方、 図 3 のように日照に左右される太陽

光発電は、出力の変動が激しく予測が難し L 、。

この太陽光発電が普及拡大し電力系統に大量

に流れ込んだ場合、 地域的な電圧変動のみな

らず、広域的にも周波数の変動など電気の品

質に大きな影響を及ぼし、工場の機械の停止

や製品不良に繋がる怖れがある。

図 4 に示すように、 l晴天時に太陽光の出力

が増加すれば系統の周波数が上昇し、天候が

悪化 し太陽光の/:1"1力が減少すれば周波数は低

下する。現在でも、電力会社は太陽光や) 武力

など、天候により出力が変動する電源を火力

発電や揚水発電などで調整しているが、今か

らとれらの大1必模な普及拡大に備えておく必

要がある。

[関西電力の例]
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政府は、新成長戦略 (2010_6.l 8閣議決定)

において、グリーン- イノベーションによる

環境 ・エネルギ一大回戦略の中で2020年ま

での目標として、 150兆円超の球i境関連新規

市場J 1140万人の環境分野の新規雇用J 1日

本の民間ベースのJ郊 |可を活かした 世界の瓶室

効果ガス 削減量を 13億 トン以上とすること

(1: :1本全体の総排出量に相当) を目標とするJ

の 3点を挙け、た。

その中で、全ての主要因による公平かつ実

効性ある国際的枠組みの梢築や怠欲的な目標

の合意を前提とし、 2020年に渦室効果ガス

を1990年比で25%削減するとの EI燃を掲げ

「チャレンジ25J を推進。安全を第ー とし、

国民の迎解と信頼を得ながら原子力利用につ

いて着実に取り組むこととあわせ、電力の固

定買取制度の拡充等による再生可能エネルギ

ーの普及拡大支援策や低炭素投融資の促進、

情報通信技術の活用等を通じて、日本の経済

社会を低炭帯型に革新するとした。

一方、電力業界は2008年 9 丹、全国約30

カ所で約14万k Wのメガソーラ一発電音I-j 函を

公表。来るべき太陽光発電の大量導入に備え、

メガソーラ一発電所の建設 ・運転を通じて、

天候や 日射量の変動がネ ッ トワークヘ及ぼす

影響を検証することとした。

地球温暖化の切り札のように言われる太陽

光発電ではあるが、電力会社にとっての課題

は決して少なくない乙とを申し添えて本稿を

締めくくりたい。 ( やちのぶひさ)

33 建築と社会 ・201 1. 2

関西電力は、 2008年 6 月、 J界市、シ ャー

プ ( 株) とともに堺市|臨海部の堺第 7- 3 区、

グリーンフロント堺の 2 カ所に合計 出力2_8

万k Wのメガソーラ一発電言|画 を公表した

(図， Ｉ 。 この先 Ｑ ｾ ｬｩ を切る形で、大阪府所有の

明第 7- 3 区産業廃染物最終処分場 (2006年

に受入終了) の一部を賃借し、堺市と関西電

力の共同事業として出力 l 万k Wの太陽光発

電所の工事に2009年10月着手し、その一部

約2850k Wが2010年10月 5 1: 1に運転を開始し

た。

< 計画概要>

l 堺太陽光発電所の概要



関西の建築界/ 群 像 第18回

長 法 大 - NAGAS AKA DAI -

学歴

1982年京都工芸繊維大学住環境学科卒業

1997年博士号取得( 東京大学)

経歴

1982年松永巌・都市建築研究所

1985年 アトリ工 ・ファイ研究所

1989年 京都工芸繊維大学造形工学科助手

2003年 奈良女子大学人間環境学科准教援

2008年 京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科教授

現在に至る

主な受賞

1990年 S Dレビュー90 ( 1席) 鹿島

1992年 環境芸術大賞92 ( 1 席) 環境芸術大賞

1996年 ふるさとの顔づくり設計競技( 1席) 建設大臣賞

2009年 神 奈川建築 コンクール一般建築物部門優秀賞

2010年 神 奈 川 建 築 コ ン ク ー ル 住 宅 部 門 優 秀 賞

「紫野の家j にて

聞き手 園本暁彦( 竹中工務庖)

写真撮影河合止揚

34  建築と社会 ・初 11. 2

建築= 地球のリフ ォーム

長坂氏の自邸である「紫野の家J で話を伺った。今宮神社にほど近い

分かりやすい場所に位置しているのだが、訪問に際して、思わず通り過

ぎそうになった。歩道と同レベルで垣根がない奥行 2mの前庭には、 1ig

裁が15々と茂り、その後ろに出上混入モルタル|次付け外壁の家がIWかに

仲む。通り過ぎそうになったのは、周囲の街並みに馴染みながらも、 一

段と奥まった印象だからである。通常、建築家が手掛けた挫物は街並み

の巾で人目をヲ |く。紫野の家はそういった要素が注意深く排除され、あ

たかも前庭に植えられた桜の背景のようである。

ｾ Ｎ物は、述棟長屋の 一 戸を 切り取 った南 北 に細長い敷 地 に間口いっぱ

いの| 隔で挫ち、南北それそ. ' t Lに1m!庭と f刻廷が設けられている 。上記のよ

うな外観の印象を与えていたのは、この前j患の作用によるものだ。氏は、

設計に|探して「余白をどこに取るかj 、「建築物とそれ以外の部分をどの

ような配分にするか」を虫制しており、 「実体と余白を一緒に見ること

ができるのが設計者」と 言 う。紫野の家についても、「挫ぺい率60%と

いう設定だったが、残りの40%の在り方のほうが大 'Jcだったj と語る 。

そのまなざしは、建物の内部 ・外部の関係性だけで、なく、さらに述くを

射程l二人れている 。

内部空間はスキ ップフロアの 3府ワンルーム桃成である。南側の大き

なliF:I口からは、前面道路を附てた大徳寺の緑を借景ーとして望むことがで

きる。吏に効果的なのは、北1j[1J1Jト旧 からの後庭への視線の抜けで、ある。

氏はこれを密集地における牒iig問符と言 うが、細長い住宅にありがちな

行き止まり感がないばかりか、実体以上に空間が広く感じられる 。この

紫野の家に身を置くと、室内空11¥] の領域が敷地境界を飛び越え、更なる

外部へと拡張していく感党を党える 。

それを裏付けるのが、「すべての住築活動は地球のリフォーム j とい

う下寺柴であり、「大地の起伏の一部がたまたま建築と 日干ばれているだけj

で、 ｩ ｾ 物という範囲を回定化しすぎるのではなく、ボリ ュームの 有る

ところと負担い ところが辿綿と繋がりながら 地球ができている」 という氏

の出築制である。

氏が以前に提案した長11内の斜| 師住宅地再生計画においても、| 吋じ姿勢

が1' 1 かれている。「建物以外の部分がどのように繋が っていくかをうま

く設計すること j は、「ボリュームを設定する側のu任」と 言 うが、説

教央さも大上段に桝える気ij_ ｾ、もない 。 それは、学生 ＱＱ キ代にｂＮＩレドフス

キーの 『建築家なしの建築J Iこ)j 問中を受け、後に建築家 ・原広行lに師事

した高司自躍と Ｑ ｈｾ 縁ではないだろう 。

今後の展望を伺うと、 i111¥ di 訂11町をやりた Lリという 。身の回りから

地球までがグラデーションをWiきながら緩やかに繋がる 1J 1に佳築を位置

づけ、さらには都市を捉えようとすること 。生物多縦性の議論や進化論

を岐川 しつつ、「そもそも都市はリフォームでできており」、これまでの

都市の「独得形質を簡単に切り伶てるなj と語る 。スクラ ップ ・アンド・

ビルドでひたすら最適応性を独得しようとする近代の発似そのものの浅

祢さ ・向 己矛盾に異議を 11 1し立て、「たかだか100年くらいで結論付 け

るのはおこがまし L リという氏は、 一日して iJt!l J を志向 しているよう

に忠われた。「地j というのは、空Ilrlにおいては「余白」であり「大地」

であり、 時間に おいては現代にとどまらない数世代に及ぶ長期のスパン

である。長坂氏のまなざしの射程は広く、長い。



J誌で、本土とはわず、か20mほと‘ 3) ではあるが、

海峡によって隔mlt されている。

- 建設へ向けて

建設資金は、 三重県と両鉄道会社の出資に

よる新会社を設立し、乙の自己資金以外に見

返資金を獲得することが計画された。 その手

段として、古い建物を ;1去用して建設Y1を抑え

るとともに、新材の消費を節約するという政

策に沿うことで、見返資釘笠得の認可を得や

すくした。

古材を活用するために、大蔵省管I片岡( 当

時) から三重県鈴鹿市加佐登の元海軍将校会

議所 4 ) の払い下げを受けることになった。

乙の建物は、海軍少佐天野俊一の設計による

もので、村野J I : 奈吾は設計の「御手伝J をした

と述べているが、 他方で、「原設計が村野) (;来

吾氏の手に成ったものである事がわかったの

で、移築に当たっても 一応これは原設計者の

三へ返すのが礼儀と考え、同氏の参画を求め

て言|画を進める事としたj との証言があり、

村野が実質的に設計したととが知われる。

もとの建物は、平地の松林の中に木造 2 階

建てで建設され、倶楽部部分 1椋 と宿泊部分

2棟で桃成されていた。宿泊部分は、踏み込

みと次の fl Ij付 きの 8畳間を単位とするアパー

ト風のもので、倶楽部部分は、柱、 梁、母昼、

合掌などが総丸太の長大材で組み重ねられ、

新はつりの表面をステインで仕上げられた、

妙趣あふれる、重厚な民家風の意匠であった。

(写真①、①) この風情をホテルに生かすこ

とも大きな目的の一つで、村野も、「このl度

その建物の表現をなるべく生かして7 r : l l光ホ テ

ルにすると云う訳で、今後も私が関与するこ

- 建設の経緯と社会背景

伊勢志摩地方が国立公困に指定された附平n

21年 (1946) 11円 1) 当時、同地域には財政

や資材の問題から主要な施設がなく、指定事

業を推進した県当局省はその対処に苦しんだ

とL 寸 。また、このj 山J或で喜久世事業を展開す

る近畿日本鉄道と 三重交通も、戦災の復興に

精一杯で、あったが、社会の安定とともに精神

的慰安としての観光がクローズアップされて

きた。

一方、乙の地でアコヤ貝の養殖に成功し、

良質な真珠の大量生産を可能にした真珠王、

御木本幸吉の多年にわたる海外での苦労 2)

により、真珠が宝石として世界に認められる

ようにな った。その真珠の養殖や加工の笑態

を直接見聞できることは、日本へ進駐してき

た米軍将兵やその家族たちにとって大きな魅

力であり、この地を訪れる数が日増しに多く

なった。

そ乙で、 三 ｩｬｬ ｙ ， ｾ . 近畿日本鉄道- 三重交通

の三者による同地域の開発の第一段階とし

て、国際的な観光と真珠貿易を骨子とした道

路の整備とホテルの辿設が掲げられた。 こと

にホテルは、外国人宿泊客を対象とし、辿設

地は真珠とは切り離せない英虞湾付近、建設

資金は l 億円内とすることなどが、昭和123年

の中頃に議決された。

ホテルの敷地は、タE庇湾の中でも御木本幸

吉ゆかりの多徳山や大111市、湾の風光が明矧な

横山なと、の候補地が掲げられたが、交通の使

と土地入手の容易さ、今後の開発方針への対

応の柔軟さなどの主II 由で賢島が選ばれた。賢

島は、伊勢ｾＺＭｴ［ ｊ 喰凶立公園のほぼ 中央 に位世し、

英虞湾では最も奥まった、周囲が7.3k mの小

園
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⑤ 1階平面図

l ポ ー チ

2. ホ ー ル

3. ロ ッ ビ -

4. サ ロ ン

5. フ ロ ン ト

6 事 務 室

7 客 室

8.  バルコニーイ

9 ボ ー イ 室

10. 廊 下

11. I次 抜

12. 先 庖

13 談 話 室

14. 小 食 堂

15 便 所

16 ゥ

⑦ 2階平面図

l  ロ ッ ピ ー

2.  I次 抜

3. /(;;!l't¥客 室

4.  /(; ;!l't l 客 室

5 廊 下

6 物 世

7. 利 B¥l 客 室

8 リJ 子 使 所

9.  !;;子 l史所
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17 化 現! 室

18.  1 ' t 宝茶室

19. 玄 関

20 座 敷

21 ノT ア ー

22 ベランダー

23 ノT ントリー
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25 テ レ ス
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c. . J 11 i 入

D. 床

E D  

F. i酉

院

場

10.  i浴 室

11 ノT ン トリー

12  大賞堂上部吹級

13  ノTルコニ-

A 浴 室

B. 手 洗

C.  /.未

0 IG 初 3G 50 
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③ 

⑫ 

① 吹抜け部分

① 食堂部分

⑬ 南側外観

⑪南側外観

⑫ 北側外観

⑬エレベーターホール

⑪ 

① 

⑬ 

⑬ 
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とになった訳ですj と述べている。

- 移築、平面・立面計画

移築に際 し、 宿泊部分は天井高が低 く、木

材の狂いも大きいため、賢島駅前に移築改造

して従業員宿舎とし、倶楽部部分のみを再使

用することになったが、 lj 災後放置さ れていた

ため、傷んだ精進部分は取り替えられている。

もとの建物は平地に建てられていたが、ホ

テルは傾斜地に建てられるため、 地形を生か

して地下室を新築し、従業員、機械設的関係、

料理関係などの室がまとめられた。なお地下

21併にも料理関係の室が設けられている。

宿泊音11分は、各室に浴室を設ける必要性か

ら鉄筋コンク リー ト造 2 階建て で新築され、

込ｾ坪延約 Ｑ ， ＰＰＰ 坪、宿泊定員約 ＵＰ 人、 1人当

たり約20坪という規模で、室内設備 も充実し

た。

平面計画については村野自身、サービスパ

ート自体は便利よ くー箇所にまとめてある

が、サービス 動線が長く、客室のサービスに

11キI，" dと手間がかかることを欠点として j (J げて

いる。だが、そオ1 もリゾー トホテルであるか

ら、「欠点で、な p かも知 lれませんね」として

いる( ①、⑦) 。

4多築許1I分は、 日l! 日やj 山形の関係からプラン

を少しrUJ げ、 21)符の手n室の用途を変更し、 2

1併の一部にi;長，'1'， しを作ったりしているが、大

きな変更はなく、もとの意匠や仕上げを生か

している。屋内は、食堂の意匠に重点がおか

れ、 「この表現を生かすことが乙のホテル説

日|の動機にな った」と、 村野の思いが述べら

れて L喝 。 ( 0、①)

外観の意匠では、食堂の大きな屋般に屯d

がおかれ、少し急な坂の近道を、徒歩での来

客は見上げられること、車での来客は緩い坂

道からほぼ水平に遠望できることを与・慮、し、

円動車mの玄関の上部に徒歩による来約: の玄

| 英| を設け、ホテルと周辺の景観を楽しめる配

l昔、がなされてL 喝 。 (①、⑬、⑪、⑫)

このように、志摩観光ホテルのデザインの

'1'心が、 J量内では食堂のデザイン、居外では

米字 ｾ Ｍ ｉ 守のために 二 織の 屋 板の 景 観を見せる配

置と動線言|画、大屋根のデザインにあ ったこ

とが矧われる。

- 施工の立場から

このホテルの建設にあた っての苦労を凡て

みよう 。

ＱＱＱＩｾＦ は、海岸に材料のＡ貯相場が Ｑ ｈｾ く、 三 車

交通 ｊｾ ｦ 乍線の沿線には貸工 ｼ 手 取り に過した平 坦

ｪ 也 も Ｑｈｾ く、資材の運送に支障を来している 。

さらに、組設地が丘陵の頂であるため材料位

j必の目立保が困難で、、わずかに残された空地か
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⑬ 1階ロビー ⑬洋室ツインルーム ⑬屋上塔屋

ら空地へ、点々と蛾が食料を運ぶように反復

する方法で資材が運搬された。

解体された木材は、必要なものが選択され、

不要なものは用途を変えて用いることで、再

使用可能と思われる総ての古材を使い果た

し、ホテルの完l戎と同H寺に材料置場から古材

が姿を消したという 。

解体・ 移築 ・復元にあた っては、もとの建

物の重厚な持ち l床をH良と 心の底に刻み込んで、

大切に解体 し、復元作業では、法隆寺五重塔

の再建築の当 'Ji 者が払ったと jBわれるような

精神の何分のーかを持てたことが、この仕事

の最大の特色であるとの言から、この工事に

従事することができた技術者の誇りが感じら

れる。

環境に対しては、 LW頁に育成したわずかな

樹木を保諮するため、平面や道路計画が大幅

に変更され、 一木一平たりとも{拐をつけずに、

自然の中に建物を添け込ませようと努力した

現場の技術者の持労に思いを寄せている。

そして、この工 Ｇ ｊ ｾ では、施主に対する永年

の恩義と、設 ｾ ｉ Ｇ 荷に対する尊敬と惜恨の念に

報いるべく、 一切をy凶越して立ち上が ったが、

F正E者として常につきまとう営業而と良心的

な施工の而との板ばさみになりながら、限ら

れた工期と |品|い、 芸術品としての1171絡を保つ

べくひたすら努) J したと、技術者の粉持が語

られている 。

このホテルは、決して壮腿豪華な挫物では

ないが、 i空白のなだらかな丘陵の自然と心憎

L 、までに調和した、れ'i 免きな、心から親しみの

もてる 美 しいホテルであるとの向己評側は、

施工に苦労した抜術者ならではのE みがあ

る。

- その後の志摩観光ホテル

この移築 ・新築された東館に続いて、村野

の手に成る新ftf { が昭和144年にオー プンし、本

誌 . r新建築J ｕｾ に ｮ ｧ 利 ＴＴ 年 ｬｬｈ 号Ｉに掲

diXさ れている。

本誌では、特徴として、 「外装は旧館に調

和し た銅板張りのIJt を各階にもち、木造建築

をしのばせる詳細|なディテールである」と評

し、 『新建築』では、当初の建物がJ W立との「調

和・ 共存j を言|られているのに対し、新館は

環境との 「対比・共存」が考えられ、自然と

の対比により、 一層自然の風景を盟かにしよ

うとする設計省点の意図を掲げている。平田は

旧館にあわせた雁行プラン、外観に設けられ

た各|惜の1ft の構成が、建物J に12かな陰影を与

えていると評している。 (①)

なお、同誌には、 外観のほかに、 1階ロ ビ

ー( ⑪) 、客室( 洋室ツインルーム、⑮) 、屋

上搭屋( ⑮) などの写真が褐載されており、

現状と比il 変しでも大きな変更がなく、維持管

理が行きとどき、大切に使われてきたことが

窺える。それは、エレベーターホール( ⑬)

も同様で、小規模ながら淵酒な空rn] を桝成し

ている。

その後のH寺間の経過によ って辿物が老朽化

し、全而辿て儲えが検討された。だが、建築

史的にも [llI i値のある建幼であり、多くの反対

を受けて辿て替えが断念され、平成20年

(2008) にBAY SUI TE ( べイスイー 卜) が

新館としてオープンし、旧東館と旧新館は

CL AS SIC  ( クラシ ック) として営業を続け

ている 。

注)

1)  rill 築と 社会J (昭和26年7I  1  ｾｽ Ｉに は、 わ 昭和 ＲＳ ｩ ｬ ＧＭ

1l} lf Jt 悦ぶ! 菅地方が凶立公園に設定されJ とある

が、 ｦｊ ｴ ｾｬＩ ぷ僚が凶 立公 ｼ 量 ｬ に指 定 されたのは ｬｉ ＿ ｬ 利 Ｒ Ｑ

{I三1l} 1201 1である。

2) 大 IE8年 (1919) にロンドンのセ行市場に後制点珠

を 供 給で き る よう になっ た が、 Ａ日 ＱＱ Ｐ 年、 Ｑ￮ 舶 点ｾ ｦＮ朱

は偽物と断定され訴訟に発J必した !口113年 511に

天然 真珠 と ｎ 地Ａ ｾ珠には ￆ［ ｊｾ が Ｑ Ａ ｛ ｜ いと し て全 而 Ｑ ｭ

訴 し、 111{羽12年 (1927) 、フランスの皮判所から天

然点珠と変わらない鑑定結果を受け、|立界に認め

られるセ石となった。(¥viki pedi a)

3) ¥Vi kipediaによると、「本州とのII¥H立10m未 満J と

ある

4)  I満州 1) rill 築と 社会』には、「元i海軍航空 隊将 校

クラブJ とある。

引用・ 参考文 献

m築と 社会J (1Ii{羽126年71' 1号)

m築と 十|会 J (lI ll 刷144年nrI ｾＢ ｮ＠

『新住築J (lI ?l 羽144年11月号)

( うえまっ きよし/ 大阪人1m科学大学

広 ｩ 境 ・ ｾ 築デザ イ ン乍 科教 授Ｉ
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砂建築指導室「移転のお知らせ」

平成23年 3 月22日( 火) に大阪府建築指導

室は咲洲庁舎27階へ移帽する 。

住 所 大 阪 市 住 之 江 区 南 港北1-14- 16

電 話 06-6941-0351

i詰寄駅 地下鉄中央線: i コスモスク エァ J

駅下車、南東へ徒歩約 8 分

ニュートラム南港ポートタウン線:

「トレードセンター前」駅下車、

A T Cビル直結

移転情報Webサイト

http: / / www.pr ef .osaka. j p/ yodo/saki shi ma_t / 

i ndex.html  

砂森村泰昌

なにものかへのレクイエム

一 戦場の頂上の芸術

森村泰昌は、名画の登場人物や女優などに自

らが「なる J というユニークな手法で、 80年

代より 一賞して セル フポートレートの写真作

品に取り組み、国内外で高い評価 を得る美術

家である 。「レクイエム、それは過ぎ去った

人物や時代への哀悼と敬意をこめつつ、その

姿を未来へ伝えること j と言う森村は、今回

のシリーズでは、 三島由紀夫やゲ.パラ、アイ

ンシュタインやピカソなど、戦争と革命の20

世紀を生きた男たちの姿に挑む。

会 期 2011年 1)=118日- 4 月10日( 日)

10 ・00- 18 : 00 (金 ・土20 : 00まで)

休館日月H程(3 月21日開館、翌 日休館)

会 場 兵 庫県立美術館 31街企画展示室

神戸市中央区脇浜海r字通り 1-1-1

料 金 一般1，200円、大学生900円、高校生 ・

65歳以上600円、中学生以下無料

招待券は日本建築協会 (06-6946-6981) へ。

なにものかへのレクイエム (宙の夢/ アルベルト1 )  

2007年

砂館蔵品展

小袖~近世服飾の華~

きものの原形である川市IIJ が一般的な表着

( うわぎ) になったのは、室 III}U寺代後半から

桃山 H寺代にかけてのことと考えられている 。

小布IJ には様々な文様が施され、 H寺には大胆に、

時には繊細に、時代の流れとともに意匠が変

化 して L 、く様子は、目まぐるしく変わる |時代

の流行にも通じるものがあった。本展では、

江戸H寺代を中心に70点を展示しながら、 小袖

が遂げた変遷をたどりながら、その魅力を紹

介する 。

会 JJJ j  2011年 l 丹22EI- 3月21 日(月・祝)

9  :  00- 17  :  00 

休館日月 11程 (3 月21日開館)

会 場 奈良県立美術館

奈良市登大路町10-6

TEL. 07 42-23- 3968 

料 金 一般400円、高大生250円、小中生150円

招待券は 日本建築協会 (06-6946-6981) へ。

銀杏冊子散 し 文 様 惟 子

江戸時代

砂展覧会「もうひとつの京都

ーモダニズム建築から見えてく

るもの 」

本展覧会は、 1920年代から 1970年代に建て

られた、京都におけるモターニス、、ム建築の軌跡

をたどることを通して、モダニズム建築の価

値とその持つ意味を顕在化 させ、あわせて、

長い木造文化の伝統を持つ京都という 地域 特

性との関係性についても再考しようとする試

みである 。

1200年の歴史を持つ古都 - 京都は、関東大震

災や、太平洋戦争の空爆によって焦七と 化 し

た東京や大|波と異なり、ほとんど無傷のまま、

長い木造文化の伝統と歴史的な町並みが述統

してきた極めて特殊な都市である 。本展では、

その京都において、モダニズムの思想がいか

に受容されたのか、また、京都という場所を

建築と社会 ・201 1. 2 39 



建築家たちはどのようにとらえて設計を行っ

たのか、 |明治以降の近代化と 西欧化の流れの

中でモダニズムへの転換はどのように進んだ

のか、など、これまであまり意識されてこな

かった視点で、 1920年代から 1970年代まで

のモダニズム建築を概観する 。

会 期 2011年 2 月7 日(月) - 5 月 8 日(EI)

10:  00- 17  :  00 

休館日 日| 樫・祝 日

( ただし 4 月29日- 5 月 8 日は開館)

会 場 京 都 工 芸 繊 維 大 学 美術工芸資料館

京都市左京区松ケ崎御所海道110

T EL. 075-724-7924 

料 金 一般200円、大学生150円

・シンポジウム : モダニズム建築と京都をめ

ぐって

日H寺 2011年 4 月 9 日( 土) 14 :  00- 17  :  00 

会場京都工芸繊維大学60周年記念館

料 金 無 料 定 員200名( 先着順)

パネリスト 内藤成 ・ 前田忠直 ・ 石田 ￬ｬｾｪ 一 郎

司 会 松 限 洋

詳細は下記の「イベン 卜一覧J 参照

http: // ¥V¥V¥V.ki t. ac.j p/  

砂- 全国を巡回する日本最大規

模の総合公募展-

特別展「第42回日展J

「日展」は、 明治以来長い伝統と日本最大規

模を誇る公募展で、 |明治40年の「第 l 巨|文展J

に始まり、今回で42回の開催となる 。

今回の応募作品総数は14，245点で入選点数

2，352点となり、大阪展では全国を巡回する

日展の大家作家による作品と、入選者の作 l日

からなる基本作 t'fi! 1274点に加 えて、大阪 ・奈

良・和歌山・ 兵庫の地元の作家による入選作

品367点の合わせて641点を展示する 。

会 期 2011年 2 月19日( 土)

40 

- 3 月21 1: 1  (月 ・祝)

9  :  30- 17  :  00 

休館日 月11程 (3 月21日開館)

「樹J 北野治男

内閣総理大臣賞( 日本画)

会 場 大 阪 市 立 美術館( 天王寺公園内)

料 金 一 般1，000円、高大生700円

惨東京スカイツリー講演会

タワー設計/ 高さの限界への挑戦

日 H寺 2011年 3 月 8 日( 火)

13 :  00- 16  :  00 

会場大阪府建築健保会館 Ｖ Ｑ Ｙ，ｾ大ホール

大阪市中央区和泉11日2- ト11

定 員 100名 ( 申込先着順)

料 金 無 料 ( 桜 算協会会員、建築コスト管

理士、建築積算士、建築概算士有! i )

それ以外は1，000円 (一般参加者)

. 講師: 慶伊道 夫 ( {附日建設計椛造設計部門

シニア エキスパー ト技師長) 松田俊幸( 附大

林組大阪本庖建築事業音 ｲ ￭ｾ 産技術部品質管 理

技術課副課長)

申込詳細は(初 日本建築積算協会関西支部

(06-6253-1523) に問合せ。

砂曽根裕展 Perf ect  Moment  

ロサンゼルス在住の作家・曽根裕は、国際的

に高く評価 されている作家のひとりである 。

その作品は、観客を巻き込んだプロジェク 卜

型の作品、 映像、彫刻、 ドローイング、油彩

画など、実に幅広い展開を見せている 。曽根

にとってアートとは、人間の営みが生んだか

たちであり、 同H寺に人間にとって未知の領域

を発見するための方法でもある 。彼のfljl j作の

土台には、 人聞があらゆる制約から解き放た

れ、多様性に満ちた混沌の中に、ひとりひと

りのユートピア、「パーフェクト・モーメン

卜」を発見することへの願いが流れている 。

会 期 2011年 1 月15日 - 3  )=127日( 日)

11 :  00- 19 :  00 休館日月 |聡

( 祝日は翌火|曜日) 2 月13日( 日)

会場東京オペラシティアートギャラリー

T EL. 03-5353-0756 

東京都新宿区西新宿3-20-2

料 金 一般1，000円、高大生800円、

小中生600円

険建築家 白井毘ー

精神と空間

戦後日本のモダニズムの潮流からスタンスを

世き、初期の木造建築から黙示的な原爆堂プ

ロジェク 卜、そして代表作の親和銀行本j古か

ら以後の展開を至るまで、象徴的で物語性に

ￌ￭ ｾｩｪ ちた形態と光に特徴づけられる独自の建築

を生みJ': Bした白升ニ威一。 同H寺代の建築家とは

明らかに異質で、かつ高度に完成さ れた彼の

作風は、 一 体どこから生まれたのか 。 彼のｾ

築作品や書、装丁、エッセ イ、あるいは建築

家としての活動を近代日 本の中でどのように

位置づけるべきか、本展では彼の残した様々

な表現を星座のように布置し、その全貌に迫る。

日 H寺 2011年 l 丹8 1: 1- 3 月27日( 日)

10 ・00- 18 : 00 

{木t官 月|限日 ( 3 月21日は開館)

会場パナソニック電工汐留ミュージアム

東京都港区東新橋1-5- 1

パナソニック電工本社ビル 4 階

ハローダ イヤル 03-5777-8600  

料 金 一 般500円、高大生300円、

小中生2001工l

砂[ 木のデザイン] 公募展2011

作品募集

- 募集作品

落葉松を用いたデザインで、人の生活に寄与

するもの。インテリア、エクステ リアなど。

・登録締切

2011年 3 月5 日 ( 土)

公式サイト http: // ¥Vl Vw. waki ta- museum. com 

/  event/ ¥Voocl _c1es ign/  en  try .  h  tml  

・ プレゼンテーション ｩ ｾ ［Ｎｾ ￤Ｇ ｗ ￮Ｑ 切

2011年 3 月10日 ( 木)

・賞 ・入選

大! t ( 長野県知事11) 副首30万円( l 点)

特別! t (l 隆井沢IUy長賞) 副首10万円 ( l 点)

特別賞( 審査員立) 日Ij賞 3万円 ( 若干名)

特別賞( 木背述会長賞) 副首 ( 1 点)

詳細は下記ヘ問合せる 。

[ 木のデザイン] プロジェクト 事務局

電話 : 03-5785-4138 

E - mai l  :  wcl e x @wak ita- museum. co m 

砂ホキ美術館開館

2010年11月 3 日千葉市緑区の H白羽|の森に 日

本で初めての リアリズム( 写実) 絵画の専門

美術館ホキ美術館が開館した。この美術館は

若手画家の育成や写実絵画の発展に寄与する

目的としている 。日本の現代作家約40人のリ

アリズム絵画約 Ｑ ＵＰ 点を 地 上 Ｑ Ｑ 街、 地 下 Ｒ Ｑ Ｙ，ｾ

からなる計500メー トルの長い回廊型のギャ

ラリーに展示する。緑盟かな自然と 一体化 し、

心行くまでゆったりと銘mできる 。

建築設言|にあたり BIMで作成されている。

所蔵作品作家 中山忠彦、森本草介、野田弘

志、 ｦ 様、江穀、 ＷＵ 木敏 郎 、原 ｾ ｩｾ 幸、大矢英雄、

島村信之、五味文彦、 小尾修、石黒賢一郎他

惨電子カタログ活用セミナー開催

昨今のデジタルツールはネッ トワーク環境の



飛躍的な進歩に伴い、企業における自社製品

のデータ 化 された情報の公|井|は必要不可欠と

なっている 。今回は、製151とユーザーをつな

ぐインテリアコーディネーターという職業を

創出し、教育機関では草分け的存在の11可田ひ

ろ子アカデミーの111] 田rtM;J¥TJ(氏によるデジタル

プレゼンテーションとどう向き合い、実践し

ているかについて講演いただく 。

セミナー終了後、 (紛日本辿材 ・住宅設備産業

協 会 が i昨年10月 に 開 設 し た 泊 予 カ タ ロ グ サ

イト「カラタボ」について説明 を行う 。

・会場と日 H寺

[ 東京会場] 2011年 2 月21 円 (}=I) 13 :  30-

場所ーイ初日木住材 ・住宅設備産業協会会議室

東京都中央区日本橋浜111]"2-17-8

K DX浜町ビル 5F

T EL. 03- 5640- 0901、先行50名

[ 福岡会場] 2011年 2 月25FI ( 金) 13:  30-

場所一町田ひろこアカデミー福岡校

福岡市中央区天神 1-11-17福岡ピル 8 F

T EL. 092- 741- 6676 先将30名

砂「建築・建材展2011 J  (第17回)

会 期 2011年 3 月 8 日( 火) - 11 日( 金)

10 :  00- 1  7  :  00 ( 最終日 16: 30) 

会場東京国際展示 ｪＺＮｾｲ 束京ビッグサイト ｊ

東 5 .  6 ホール

料 金 1，500円

砂象設計集団富田玲子氏講演会

「津山洋学資料館を中，心にしてJ

日 時 2011年 2 月251l ( 金)

15:  00- 16 :  30分 ( 開 場 14:  30) 

会 場 大 阪 歴 史 隙 物 館 41桝「講堂」

料金 会 只 Ｒ ， ＰＰＰ 円、 ｾ ｉ ￶ 会員 Ｔ ， ＰＰ Ｐ 円

( 学生1，000円)

申込方法: 会社名、または団体名、参加者名、

住所、電話、 F AXを 記 入 の 上 、 大 阪 府 建 築

士事務所協会宛ヘF AX (06-6946-0004) で。

砂学芸セミナー

プ口が教える住宅の植栽

今回のセミナーでは、住宅を作るうえで、ま

すます多機化する槌稲を把促し、建築主がナ

ッ トクする植栽が提案ができるようになるた

めの予備知識・考え方について講義する 。

日 時 2011年 3 月 5 日( 土)

13:  30- 15 :  30 (13:  001州場)

会 場 学 芸 山 版 3 1街 J R京都駅徒歩 5 分

会 費 1，000円 定 貝 60名

講 師 l藤 山 宏/ 備) 造景空1m研究所

テキスト「プロが教える住宅の仙北J( 特 価2，5∞円)

申し込みはトIP で。 (ht tp: / / wl Vw.gakugei- pllb.jp/

cho_eve/ 11 03fl l j  i/ i  ndex.  h  t m)  

砂竹中工務庖がシンガポール

国立美術館改修工事を受注

竹中工務! 万は、シンガポール国立美術館改修

工 事 を シ ン ガ ポ ー ル パ イ リ ン グ ア ン ド シ

ビルエンジニアリング社とのJ Vで受注した。

1992年 に シ ン ガ ポ ー ル の 固 定史跡に指定さ

れ た 1929年 他 殺 の 旧 市 庁 舎 と 1939"1三建設の

旧最高裁判所を、外壁及び建物内部の一部を

残しながら、地下 3P . 7 I の噌築と地上階の改修

を行い、匝l立 美術館として再生する 。2014年

から美術館として段階的にオープンする予定。

砂低炭素社会の実現に貢献する

建築法S S G構 法

桝造シリコーンリング材で方立てなどを固定

する SSG ( ス卜ラクチュアル・シリコーン・

グレージング) 構法が今から 40年以上前に、

米ダウコーニング社の建設資材部門によ って

開発された。

SSG;t1Ii 法 を 採 用 し て い る 世 界 の 主 な 建 築 物

を紹介する 。

間 合 せ 束 レ ・ ダ ウ コ ー ニ ン グ(仰

* ポ再11千代田区大手前1-5-1

大手前ファーストスクエア 231街

広 報 ( TEL. 03-3287-8439)

SSG桝法を採用している世界の主な建築物

- 写真上

フルジュ ・ハリファ( ド

パイ)

・写真中

ベルレモンビル( ベル

ギー ・フ白リユツセル)

・写真下

上海万博の中国パビリ

オン

惨第24回大阪市ハウジンタデザイン賞受賞作品決まる

大阪市内に挫設された良質な古11市型集合住宅

を表彰する「大阪市ハウジングデザイン l!J 。

過 去 5 年 以 内 に 大 阪 市 内 に 完 成 し た 民 間 の

「共同 住 宅J r長 屋J r戸 建 住 宅 の 集 合J を対

象 と し て #tたした。 今 年 は 審 査 対 象 が101。

昨年度に比べ、賃貸住宅の行幻 Ｚ ｾＡｪ が少なく分譲

住宅の多さが|燦立った。 また、多様なリノベ

ーションや維持管浬への取り組みが本格化し

ている状況を強く反映 したものが注目された。

. N4.T OWE R  ( 分譲)

所在地北区中之島 il T rI

事業主 (船大京大阪支腕

京阪電鉄不動 ｐｾ Ｈ Ｎ附

設計者: 竹中工務脂

胞工者: 竹中工務}，r=，

構造規模。 R C造、地上34附、

343戸

敷地而 ｦＩｾ Ｚ 2，987.83 ni 

建築而獄。 1，517.22ni

延べ而桜: 39，110.80n; 

tIil 彬: 古川泰三

ーきめ紺|か く配慮された変化のあるデザインが、広

がりのある胞やかな景観を作っている。基礎免震の

クリアランスを利JII した水盤と沌は、小さいながら

も阿古 ｭ のある ｽｾｬ 対とともに、周辺の百 ＱＱ 市蕊Ａ境になじ

んでいる。

. Roj i コート ( コーポラティブ)

所1工j 山: 阿倍野区|坂I桁IIIT 1丁目

管理組合 ・Roji コート住宅符里II組合

構造規校 RC造、地上 51柄、

地下 1階、 15戸

敷地而fi'l : 647.05ni 

建築而f)'l : 452.63 ni 

延べ而刷。 1，414.28ni

ー良好な行耳II の継続において、コーポラティプ住宅

としての性約や、建築家をはじめとする専門家の住

人の存布は大きいが、全届1上高ー持ち回りによる週 2

回のお Ｑ ｦＱ ｈ 徐当番がｾ抗されていることなど、住民全

体の尚いな識と努力が司' 側できた。

. リ ・メゾン風雅

. 可色、( 賃貸) 特別賞

河所:(EJ 也鶴見区今il り仁4TI :1

事業者j' :  )  1ー山富雄

設計尚ー 原IlJ Will 築設JI'; li務所

施工者: 竹本組

名時五!U先鋭 ¥¥' 造、地上2断、 15戸

敷地而打'1 :  1，054.00 n; 

建築而. t!'1 ・ 531. 60ni 

延べ l耐火 924.12ni 

-築40:Q三の木造長屋の耐震補償を 1r う改修 'IH担|で

ある。" ' 1 1i の耐震改修補助Hl Ij }J tを活JTI して、既存の

木造劇|刷i をいかしつつ、駐車スペースやロフトを新

たに確保し、利便性や快適性を向上させている。改

修技術、コスト管理、資金融資など多くのま↓ ! 題を克

服し、厳しい環境下でJJ "C;震を尖現した建築主、 il 出 |

省、施1 : す; の努力とチームワークを尚く; 平副li した。
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編 集 委 員 会

第 9 回編集委員会

12月 8 1-1  (;J( )  18 ・00- 19 ・20

.' 1  '， JIi';者 投楽委口長ほか 4 1-， 

ｾ島 'rc ( 1)  1)  PJ 特集「雰¥171"1 “私の

ｾ ｉｉＧ ｯ｝ 作法 Ｂｊ IUR向 ヶ l王針i

-同地ストック p} 生実証試

験J の44tf 17

( 2)  2 川リ特集 181Mは設計を

変 ｉ ｉｉｾ するか＿ J の報告

( 3)  3 川り特集「東海支部特-集j

( 4 ) れ小委t - . l 会 ・分科会からの

判Wi

( 5 ) 収支状川村W;

第 9 団法令分科会

12Y120日 (r!) 15 ・00- 17 : 30 

出席者 古111純粋 引ほか 51"，

;t注 目 ｉ ｾ ( 1 )  I法令コーナー j の企阿

(2 ) 米年10) 1刀法令特集の企阿

( 3 ) 的報交換

第 7 団施工材料分科会

12Jl 7  1-1  ( 火) 18 ・00- 20 ・30

.'1'， Jl i¥ t，- ，' fII l  JEJ.i(幹 'rc (まか 61う

議 Ｍ Ｇｉｾ＠ 2010{1三11) 1り特集 ILEDl 照明の

十円川 将* を与える j の反?i 会

第 1 回建築系分科会

12m 311 (J 1) 19 :  00- 20 ・00

出席荷 F坂幹・rcほか 5 1"，

議 'IC 20111['- 7 ハリ特集企阿茶検討

第 8 回構造分科会

12Jl 3  11 ( 金) 18 ・00- 19 : 00 

，'I' ，//i';1'i イilll 怜 'nほか 3 1' ，

ii 並 'rc I桝五!i の只」の' I EI'lij

第 7 回設備分科会

12Jl 1  11 ( 水) 18 ・00- 20 ・15

山! 市行 北対事件 ・rcほか 7 1'，

議 'rc ( 1 ) 見学会の企阿

( 2)  I技術の貝」の全阿

( 2) 市開会の企阿

( 3 ) 米年 6 ) 1り技術特集の企向

( 4) 新' I EI' lij のji¥l裟

(5) ｊ 凶 ｬＧｉＧＺ ｪ ｊｾＱ ・ ｬｩｩＧＺｪｊｾｉ Ｇｉマ ンションや オ

フィスピル ｾ ｉ ー 阿 ＱＱ 年 への 提案

( 6) “illll 定機出シリーズ"

第 8 回作品作風小委員会

12Jl 16n  ( 木) 19 :  00- 20 :  00 

，'1' ，)日行 池ヒ別委 ｴｾ 長ほか Ｘ ＱＧ ，

議 Ｇｉｾ＠ ＨｬＩ作 ｊｬｨ の ｪ ｑ ， Ｑ 世状汎、 Ｎｬｦ ｾ ぴに ｊ 仏政

ｪＢ ￭ ￋ の判 ｈ Ｇ ｾ

( 2)  Igall eryJ  tl J;l 攻鰍(17 ・予定

( 3)  ｉ ｪ￭ｪ 川 の制集委 ｴｾ 会の報告

第 9 回広告企画小委員会

12Jl 8  11 (水) 17 :  00- 18  :  15  

， ＧＱ Ｇ， 席者投楽委 ｴｾ 長ほか Ｖ 名

議 Ｇ ｉｾ＠ ( l )  1川口特集「第171日l “ 私の
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空IIn作法"J . IURI 句ヶl王第

団地ストック再生 ｾｩｬ ， ｅ 試

験J

( 2)  2 月号特集 181Mは設計を

変革す る か リ

( 3)  3 )二|号特集「東海支部特集」

(4 ) 広告のj'li hl i l G状況

( 5 ) 新シリーズ頁“ 素材の新し

L、J亙IJW' 検討

( 6 ) 収支状況の報告

第 9 回10年委員会

12) I  9  11 (木) 18 : 30- 19 : 30 

山内拘 前川高I @Q長ほか 4 名

議 事 ( 1)  I学生のための現場見学会」

の検討

( 2 ) 大|坂「かく れたええとこ 」

そうせい( 創生) プロジェ

クトの進め方

出 版 委 員 会

第 8 回出版委員会

12ハ1H I (木) 18 : 00- 19 : 00 

，'1'，/，日行 '1リII M' I委只長ほか 91' ，

議 Ｇｉｾ＠ ( 1 ) プロのノウハウと 特装本の

経過報告

( 2 ) 進行 "， のテーマについて

(3 ) その他

教 育 委 員 会

第 2 回工高生教育小委員会

12川 3 11 ( 金) 18 : 00- 19 : 30 

場 所 OMMビル 2 1精7 号室

， ｾｉ Ｇ， Ｏｴ ， Ｇ［何 事l' 野別委只長ほか 5名

J詰 Ｇ ｉ ｾ＠ Ｈ Ｑ Ｉ 第 ＵＶ Ｑ 而 ＱＱ二 ｉ ｾ Ｚ ｾ 生 デザ イ ンコン

クール実純報fig

( 2 ) 第57阿_U .::i 't デザイン コ ン

クールｾｾ集胤定の検討

( 3 ) その他

特 別 委 員 会

第17回 群 像

12Jl 3  11 (金) 11 ・00- 16 : 00

，'I'')l i¥ 11 l l i : 雌勿 ( インタヒe ュアー)

ほか 3名

議 事 |刻阿のi J ! 築界 Ilt i'像J 'ifJ; 弘行の

人1m像に迫るためのインタビュー

念仏宗 三 賀 山 Ｑ Ａｴ ｾ ｬ ｬｴ ぷ， ＧＨＭ

ｻリ ＱＺ 教之王ｾｾ Ｎ Ｚｴ 武!Ji i史 氏

2010年建築関係団体合同忘年懇親会

12川1411 ( 火) 18 :  00- 19  :  30 

上 払 所 太|品|図 迎 賓 館 ダ イ ヤ モ ン ド ホ

- ) レ

参)J II 肖 2651ヘ

講習会 一「

「平成22年度建築工事実務講習会」開催

12川 2 11 (木) 9  :  00- 17 :  00 

場 所 OMMビル 2 附 4 ・5 LJ 寄

ｊ ｉ ，ｾ＠ fali 施工日|回 ILI塚 j 'j 郎 (術 的池利l

池内 ，1 ｌ ｾ＠ (.仰i主y{f 縦l

仮設比fi 'l 阪J 十 総 (仰大林叙l

受説 行 531-， 

. 言ト報

〔名作 ，E会w

大1)サ 戊 氏 、|りえ22年12川 9 11).J1i去

字{I三97uli

日 本建 築 学 会 近 畿支 部 の 催 しー お 知 ら せ一

砂連続シンポジウム「コンクリートと木のコラボレーションによる

持続可能な住まい方と地域住環境の設計J

定 只 各 国100名( 申込み先着順)

参加1貨 無 料 ( ただし資料 代実 白500円以下を徴収)

1れ込み e- mai l  (aij - kinki @kfd.bi globe. ne目jp) か F A X ( 06- 6443- 3144)  で、

氏名 ・ 所属 ・ 述絡先泡ｾｾを 明 記し 、 ｮ ｟，ｪＨ￭ｊＡ 築学会 近綴 支 部 へ 。

. 第 1回「持続可能な都市住宅地のあり方を考えるJ

日 時 2011年 2 月19日(土) 13 :  3 0 - 16  :  30 

会 場 大 阪市立 大 学 文化 交 流センター ・ホール ・大 阪 駅 前 第 2 ピル 61桝

諮 淡 住 田昌二( 大阪市 立 大 学名作数段)

. 第 2回 「地 球 環 境 と 持 続 可 能 な 住 ま い ・ 地 域 住環 境 を考えるj

日 時 2011年 3月4 EI(金) 13 :  30 - 16  :  30  

会 上品 大 阪 市 立 大学 文化 交 流センター ・ホール

講 演 目 田 光 縦 ( 京 都 大学 教授)

. 第 3回 「コンクリー卜と木の親和性および持続可能性の技術を考えるJ

日 時 2011年 3 月22日( 火) 14: 00 - 16: 30 

会 JbA Ｇｬ 行 期学 岡 大阪センター ・大 阪 ､ ￯ 北 区抑旧 Ｓ Ｍ ← Ｕ 毎日インテ シ オ Ｓ Ｑ ｾｩｦ

講 演 (1)中村成春( 大阪工業大学) (2)向 井 洋一 (条良 女子大学) (3) 竹 中 て 務 問



特集: BI Mは設計を変革するか?

協賛広告

オートデスク株式会社

生活産業研究所株式会社

株式会社ダイテック

工ーアンド工一株式会社

株式会社大塚商会

グラフィソフトジ‘ ャパン株式会社

福井コンビュータ株式会社
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高さ制限・省エネルギー(PAL) 解析システム， 1

BI M環境において、意匠モテ、ルに対する各種解析は脳要不可欠となります。弊社では、天空率制度を

きむ高さ制限解析をはじめとして、 P A U十算システム等の意匠モデルに対する各種ツールをご用意し

意匠設計環境構築のお手伝いをしています。

く 取扱い製品 〉

高さ制限解析オリジナルシステム" A D Sシリーズ" を中核とし、 C A Dのプラグインシステム及び

プラグインコンパータ等をご用意し、現在ち各種BI Mツールを開発中です。

オリジナルシステム

Ar c hi CAD 

一

T

U
一

一

品

B
山

一

一
…6

J

一

一
一
A

一
一

lmn l| 
Vect orworks 

工ーアンド工ー(株)

グラフィソフトジャパン(株)

|  l;l( l'11プラットホーム

( その他のサービス〉

弊社では、システム販売以外に以下のサービスち行 っております。お気軽にご相談ください。

現在進行中のプランに苅して、天空率制度が利用可能かどうかを

無料でチェックします。阿 部ω |

高さ制限全般に関するボリュームスタディから申請図面製作まで

承ります。

( 企業様向け講習会|

システム講習会はもとより 、天空率制度講習会を行っています。

(未ユーザ一様でも対応可能です〉

[ 天空率専門書籍|

初 ｊｾ｜ 者向け天空率制度専門書籍Ｂ天空率 制度利用から計画技法

まで" の販売を行っています。

※ 各製品は、 各会社の登録商標です。

ｉｏｾＡ 害鰐初雪閉ざ警告
干153- 0043 東京都目黒区東山 1-6-7 フォーラム中目黒

‘ . 03- 5723- 6461  " 03- 5723- 6455 

G D  ei gyo@e pc ot. c oj p 
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お問合せ ・ご用命は

株式会社タイテック

干140- 0013 東京都品川区南大井6- 16- 19

URL :  ht t p:  /  /附w. da it ec .  co.  j p/  E- Ma i l  :  cad- s et sub i@da i t ec . co. j p 

46  

。北海道 01 ト222- 9631 。東 北 022- 225- 0141 @東 京 03- 5762- 3511

。中 部 052- 856- 6633 。北 陸 076- 226- 0470 。関 西 06- 6965- 4535

。四 国 087- 826- 3691 @ 中 国 082- 244- 8501 。九 州 092- 451- 3320

※ CADWe'  11は、ダイ子 ッヲの登録商標です.

※ その他記載 されてい る全ての社名 、製品名はそれぞれの会社の愛録商標または商棟です。



詳しくは ht t p: //www. aanda. co. j p/bi m/
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進化したBI Mで設計を革新する

ｖ･｣ｴｯ ｲ ｷｯｲｫｳ ｾ＠ Archi tect  2011 は、設言十ワークフローの最初から最後までをカバ

ーするフル装備の機能と、ユーザフレンド、リーなインターフェイスを提供し、

他の追随を許しません。

BI Mアプリケーションの中には、モデルベースワークフローと製図指向ワーク

フロー用として、) j IJ 々の複雑なツールセットを提供しているところもありますが、

Vect orworks  Architect は両者に共通したわかりやすいインタ フェイスを使用

し、設計のあらゆるフェース、に 1 つのアプリケーションで、対応します。

さらに、 Si emens PL M ｓｯｦｴｷ｡ｲ･ 社が開発したモデリンク ‘ 力ーネ ｪ レ ｲｐ｡ｲ｡ｳｯｬｩ､ ｾｊ

によって、最高レベルの3 Dモデリング機能を搭載し、想像力の及ぶ限りほぼ

すべてのデザインを可能にします。竪E宇で柔軟なBIMはととにあります。

A& A エーアンドエ一株式会社 却問

8苗圃

BI Mを

知 る始める活用する

大塚商会がお手伝いします

ＮＮ ｾ モ軍

従来のC A Dとの遣い

-盟冨=-・M: i if，

28.(: . 回

ええ ?  

BI Mモデル構築

ー 環境解析

" SI Mモデ ル摘 築

llpテεー|

大塚商会が導入計画奄ご支振し号告す

03( 3514) 7吋

世襲時間 / 9 :0 0- 1 7・30 ( 土・日・祝日在除 (l

本 社 〒102- 8573 東 京都干代田区飯田橋2-18- 4

関西支社・中部支社・札幌支E ・仙台支唐 ・広島宝庫・九州宝庫

47 
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BI M 建築 Ｓ 次 元町 ｊ ユ ＭｾＳｙ

DESIGN COl l ABORATION B目WEEN

ARCH I TECTS &  EN G  I  N  EERS 

GRAPHI SO円:

ARCHI  

GRAPHI SO円:

日 本 の 建 築 は 、 日 本 の C A D がつくる。



空調・衛生・クリーンルーム設備

(設計 ・施工)

組朝日工業社

本社 ・本 底 東 京 都 港 区 浜 松田Tl -25-7 屯sli03 ( 3432)  5711 

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区 加 島 1 - 58- 59 電話06 ( 6302)  2270 

支 底 北海道/ 東北/ 北I拘束/ 繊浜/ 名古屋/ 中国/ 九州

｀ｪ 九 ｉｾ
¥:1- --ハベ '- - V7'

We  have hope  

，.印m・H鍵 ポスター. カタログ. パンフlノMト ・錨 年鑑社史

'  鎗. . 文字. 画像データ' J I ! l l !

. メディア. . S Pプラン= ンクーコO' ! I ルテインク.11' ，11) ューション‘

W曲直ぴメディアコンテ:r:J 会. .  凶作

• ，、様式会社NPGー ポ レー シヨン

本 社 干530-0043 大阪市北区天満ト9- 19

tel: (06) 6351- 7271 ( 代) fax: (06) 6352- 7479 

第二ピル 干530∞43 大阪市北区天満ト11 ・B

tel :( 白 ) 6351- 0l 28( 代) fax:  (06)  6351- 020日

東京支社干105- 00) 4東京都港区浜松町 1・2・1

一光浜松町ピル7 F

tel :( 凶) 3433-5211 (代) fax:( 日3) 5776- 7733 

{旧社名ナ二ワ印刷側. 日本データネ，HI掛)

電気 ・空調・衛生・防災 ・産業廃水設備

設 計 施 工

- - ヲイヲ: J t策武会社

本庖・大臣本社 〒550-0002 大阪市西区江戸堀 l 丁目9番25号 包括 (06) 臼41守8231

東 京 本 社 〒 102-0071 東京都千代田区富士見 2 丁目 15番 10号 電 話 (03) 326ト8231

支 社 名古屋 ・福岡

主 庖 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大宮 ・千葉 ・横浜 ・金沢 ・京都 ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広島 ・高 給 熊 本

営 指 所 幣 広 函 館 ・背森 ・秋 田 盛 岡 前 橋 ・長 野 静 岡 ・貴国 - ill ' 宮山 ・

筒井 ・徳山 ・松山 ・高知 ・北九州 ・鹿児島 ・那瑚

出 張 所 組/'1 ・福島 ・川 崎 紙 江 ・徳島 ・下関 ・長崎 ・大分 ・宮崎

海 外 支 庖 シ ン ガ ポー ル ・ホ ン コ ン

技術研究所 〒354-0044 崎玉県入間郡三芳町大字北永井390番地 電話ω492) 58-1511 

地球環境を守り、 100年建築に貢献する

N A C L  のアルミ表面処理

株式会社 日 本 電 気 化 学 工 業 所

ht t p噌/ / nacl j p E- mai l :s c @na c l. c oj p 

本部営業部 〒560-∞36 大阪府豊中市蛍池西町2丁目 7番 26号 N AC L t 'ル2 階

T E L  (06)6843- 1235 ( 代) F AX  (06)6853- 1632 

東京事務所 〒111 -∞51 東京都台東 区蔵前2丁目 7- 2 東京NACL t 'ル

T E L  ( 03)3862- 0978 (代) F AX  (03)3862- 7098 

デンカC S Aファミリー製品

-子二J nCSA ( 膨張性混和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・安二 ｊｮ Ｎ，ｾ， ヨニ ｊ Ｈ グラウト用無収縮材Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・安二 ｊｮ 守ＧｾＭ子・ＧｉＧｊｾ (主義一??T) コンクリート躯体の漏水補修に

・安ニJ nES(土質安定用意硬材 ) 地盤補強用薬注入

・安ニJ nI I OOO(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

J 、イモメント製造用に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

浜 宗 産 業 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 06) 6 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東京 ( 03) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

小 浦 産 業 株 式

T E L 本 社 ・京 都 ・京丹後 ( 0 7 7 2 ) 7 2 - 2 2 2 0  T E L 大阪 ( 06) 6 4 4 3 - 6 1 8 1  

舞 鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

d 合、

ｾ＠ ネ土
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G H Pエグゼア

電話 06( 6205) 4670

雑誌 03379- 2  

大阪市中央区道修町3-5-11干5410045エネルギー開発部大阪ガス株式会社エグゼア


